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無神論 と 魂 の 救済 に つい て 。 脳神経 科学 で 生き よう ! 


大 塚 厳 


は じ め に 


この 本 は 、 エ ッ セ イ 形 式 で まとめ られ て いま す 。 
各 記 事 は 、 健 者 が 執筆 し た 順番 に 並ん で いま す 。 


どこ か ら 読 み 始 め て も OK で す 。 


脳 の 活動 を 牙 視 する ヘルメット や へ アパ 
ンド 。 そ れ ら の 存在 に よる 、 恨 心 の 発 


° 


人 間 の 内 心 を 、 外 部 か ら 、 う か が い 知 る こと 。 
それ は 、 現 状 で は 、 難 し い 。 


ある 人 が 、 灯 人 や 詐欺 の よう な 邪 門 な 意図 を 抱い て いる 
場合 。 

仮に 、 彼 が 、 周 囲 に 対し て 、 外 観 的 に 、 良 い 人 の 振り を 
1s 29 Os 

する と 、 周 囲 の 人 々 は 、 以 下 の よ うに 思っ て し まう 。 


「 こ の 人 は 、 別 に 悪い 人 人 で は な い 。」 


その た め 、 人 間 は 、 ど うし て も 、 以 下 の こ と を 行い が ち 
で ある 。 
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そう し た 人 間 の 内 心 を 、 絶 え ず 監視 する こと 。 

その こと で 、 人 間 が 、 回 い こと を し な いよ うに 、 導 く こ 
の 
その よう な 役割 を 果たす 存在 。 

人 間 が 、 そ の よう に 考え 出し た 存在 。 
それ が 、 宗教 に お ける 、 神 で ある 。 


今 ま で の 人 間 。 

彼ら は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 毎 日 、 必 死に な っ て 、 試 
みて 来 た 。 

神 に よっ て 、 紙 え ず 、 彼 ら 自 身 の 内 心 を 、 見 守ら れ て い 
Oy Cs 
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で の と で 、 思い こと を し な か いよ うに し よう と する 自制 
(DDS IK SS 

そう し た 、 外 在 的 な 、 仮 想 の 力 ある 存在 に 頼る こと 。 
その こと で 、 彼 ら 自 身 の 良 心 を 、 維 持 し よう と し て きた 
wae 


し か し 、 神 は 、 あ くま で 、 人 間 が 仮想 的 に 作り 出し た 、 
ご 都合 主義 の 産物 で ある 。 

それ は 、 実 際 に 存在 する わけ で は 無い 。 

それ は 、 あ くま で 、 付 心 する 限り 有効 な 代物 で ある 。 
人 間 の 宗教 心 が 、 科 学 の 発達 に よっ て 、 油 まっ た 場合 。 
その 効力 は 、 急 激 に な く な る と 考え られ る 。 
そう な っ た 場合 。 

神 と いう 、 外 部 の 監視 者 。 

それ を 失っ た 人 間 は 、 以 下 の こ と の 実現 が 、 そ の まま で 
は 難し く な る と 考え られ る 。 

彼ら 自身 の 内 心 に お いて 、 恨 心 を 維持 する こと 。 


科学 の 時 代 に な っ た 場合 

人 間 の 内 心 を 、 緊 視 す る こと 。 

その こと で 、 人 間 の 良心 を 、 維 持 す る こと 。 

その た め の 仕 組み と し て 、 何 が 考え られ る だ ろう か ? 


考え 得る 可能 性 の 一 つ 。 

ae ける 、 特 定 箇所 か ら 全 体 へ の 活動 。 
その 内 容 を 読み 取る 、 以 下 の よ うな 存在 。 
MRI, 
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その よう な 機械 や 、 ハ ー ド ウェ ア を 、 活 用 する こと 。 
人 間 の 脳 の 活動 を 監視 する 、 ハ ー ド ウェ ア 。 

それ を 、 極 力 、 小 型 化し 、 省 電力 化す る こと 。 

それ は 、 例 えば 、 以 下 の よ うな 装備 を 伴う ハー ドウ ェ ア 
CHS Cs 

例 。 

軽い ヘル メッ ト や 、 へ アバ ンド 。 
太陽 電池 や 、 軽 量 の 充電 池 。 


そう し た ハー ドウ ェ ア を 、 AD. いつでも どこ で も 、 
AAG BAT SO“. 

例 。 
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その こと を 、 以 下 の 存在 に よっ て 、 義 務 付け る こと 。 
人 類 に お いて 普遍 的 に 通用 する 、 法 律 。 


人 間 の 脳 活動 を 、 測 定 し 、 監 視 す る 機能 
それ を 内 蔵 す る 、 ヘ へ ヘルメット や 、 へ アバ ンド 。 
人 間 が 、 そ れ ら を 、 常 に 着用 する こと 。 


その こと で 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 可 能 に な る 。 
人 間 が 、 あ る 特定 の 考え を 抱い た 場合 。 


その こと を 、 自 動 的 に チェ ッ ク す る こと 。 

と の 自 を 、 以上 の よう タク ハー ドウ ョ ア に 、 示 示す る の こ 
ae 
例 。 
へ ヘルメット に 装着 され た ラン プ ブ 。 
遠隔 地 に 存在 する モニ タ 。 


人 間 が 、 そ れ ら の 利用 に よっ て 、 他 人 の 心理 状態 を 、 無 
線 経由 で 、 常 に 、 鷺 視 す る こと 。 


人 間 が 、 嘘 を つい た 場合 。 
その 際 に 、 脳 の 活動 上 に 現れ る 、 特 異な サイ ン 。 
それ を 、 脳 の 活動 を 艇 視 す る ヘルメット が 、 読み取 る こ 
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その こと を 、 ラ ンプ や 、 電 波 な ど を 用 いて 、 周 囲 の 人 々 
に 対し て 、 表 示す る こと 。 

そう する こと で 、 以 下 の 内 容 を 、 周 囲 の 人 々 に 対し て 、 
通知 し 、 警 告 す る こと 。 

嘘つき の 人 間 が 、 彼 ら 自 身 の 衣 ぐ 近 くに 、 存 在 す る こ 

Ca 


嘘 発見 器 。 

それ は 、 従 来 は 、 皮 膚 を 、 測 定 し て いた 。 

それ が 、 青 接 、 人 間 の 脳 活動 を 、 測 定 す る こと 。 

その こと が 、 新 た に 可能 に な る こと 。 

その こと で 、 嘘 つき の 人 間 を 発見 する 際 の 精度 を 、 大 幅 
に きる こと 。 


人 殺し や 、 詐 欺 。 

NEA, IMEC. GRAZ. 

それ ら の 持ち 主 。 

彼ら が 、 そ うし た 緒 部 な 考え を 持っ た 瞬間 に 、 彼 ら の 脳 
の 活動 上 に 現れ る 、 特 徴 的 な サイ ン や 、 パ ター ン 。 
それ ら を 、 彼 ら の 頭 部 に 装着 され た ヘルメット が 、 読み 


取る こと 。 

その こと で 、 周 囲 の 人 々 に 対し て 、 以 下 の 情 報 を 、 公 人 然 
と 知ら 革 る こと 。 

PEON: WK Ca 14 

そう し た 情報 が 、 イ ンタ ーネット や 電話 の 向こう 側 に 存 
在 す る 取引 相手 に 対し て も 、 正 し く 通 知 さ れる こと 。 
その よう に 、 情 報 シ ステ ム を 、 構 築 し 、 維 持 す る こと 。 


怒っ て 興 諭 し て いる こと 。 

そう し た 心理 状態 に な か っ て いる 人 物 。 

彼 の 内 心 を 、 ヘ ル メ ッ ト で 検知 する こと 。 

その こと で 、 周 囲 の 人 々 が 、 以 下 の 情 報 を 、 ラ ンプ の 点 
灯 や 、 特 定 電波 の 発信 に よっ て 、 リ モー ト で 、 分 か る よ 
US0 す 3 のど 。 

TI OAS, © TH RRDVEU TS. 

あな た が 、 こ の 人 に 近づい た 場合 。、 あな た は 、 き っ と 。、 
と て も 酷い 目 に 遭い ます ! 」 


犯 旧 を 、 人 知れ ず 犯 し て いる こと 。 
そし て 、 そ の こと に つい て 、 素 知ら ぬ 顔 を し て いる こ 


ae 

その 事実 が 、 周 囲 の 人 々 に 対し て 、 ば れる こと 。 

で うだ と が 起き る と 、 困る と 。 

その 発生 に つい て 、 と て も 不安 で ある こと 。 

そう し た 内 心 を 、 ヘ へ ヘルメット で 特別 に 感知 する こと 。 
その こと で 、 周 囲 の 人 々 が 、 以 下 の 情 報 を 、 リ モー ト の 
状態 で 、 理 解す る こと 。 

「 こ の 人 は 、 隠 れ て 悪い こと を し て いる 、 犯 罪 者 で 
す ! 」 


脳 内 を 緊 視 する 情報 。 

GPS が も た ら す 位 資 情報 。 

それ ら を 組み 合わ せ て 、 周 囲 の 人 々 に 対し て 、 以 下 の よ 
うな 通知 を 、 行 うこ と 。 

「 悪 いこ と を し て 、 な お か つ 、 そ の こと を 、 隠 し た が っ 


て いる 人 。 

そう し た 悪人 が 、 こ の 町 内 に いま す ! 」 

そう し た 情報 を 、 周 囲 の 人 々 に と っ て 、 間 別 可能 に する 
EC 


人 助け を する 気持 ち 。 

平和 な 気持 ち 。 

そう し た 、 良 い 考 え の 持 ち 主 。 

彼 が 、 そ うし た 良好 な 考え を 持っ て いる こと 。 

その こと を 、 彼 の 脳 活動 か ら 、 読 み 取 る こと 。 

そし て 、 周 囲 の 人 々 に 対し て 、 以 下 の よ うな 情報 を 通知 
i: Bes aie ae 

「 この 人 は 、 危 険 人 物 で は あり ませ ん 。 
安心 し て 下さ い 、。 

この 人 は 、 と て も 良い 考え の 持ち 主 で す ! 」 


その こと で 、 彼 の 元 に 、 良 心 や 善意 の ポイ ント が 、 貯 ま 
と 

も し も 、 あ る 人 物 の 元 に 、 そ うし た ポイ ント が 、 た くさ 
ART Bd つ た 場合 Flo 

その 人 物 に つい て 、 以 下 の 通 知 を 、 周 囲 の 人 々 に 対し 
cae ine rer ar 

「 そ の 人 物 は 、 人 徳 の 高い 聖者 で す 。」 


脳 の 活動 を 緊 視 する ヘル メッ ト 。 

それ が 、 人 間 の 脳 内 の 心理 状態 を 測定 し 、 チ ェ ッ ク す る 
ee SC Cre 
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の 。 
その 結果 、 宗 教 も 要ら な く な る こと 。 


脳 科 学 の 進展 。 

その こと で 、 人 間 は 、 神 と 宗教 を 、 克 服 す る こと が で き 
る 。 
それ は 、 一 種 の 科学 革命 で ある 。 


全て の 人 間 に 対 し て 、 ヘ へ ヘル メッ ト 装 着 を 義務 づけ る こ 
ie 
その 実現 に よっ て 、 以 下 の こ と が 可能 に な る 。 

へ ヘルメット を 装着 し て いな い 人 間 。 

彼ら が そう し た 行動 を する こと 自体 、 以 下 の こ と の 表れ 
で ある こと 。 

彼ら が 、 そ の 内 心 に お いて 趣意 を 抱い て いる こと 。 
その た め 、 彼 ら は 、 そ の まま で は 、 ヘ へ ヘルメット を 装着 す 
る だ の CAM aes 

彼ら は 、 そ うし た 行動 を 取る こと で 、 以 下 の 事 実 を 、 周 
囲 の 人 々 に 対し て 、 示 し て いる こと 。 

「 私 は 、 実 は 、 危 険 人 物 で す ! 」 

その よう に 、 彼 ら の 内 心 を 割り 出す こと 。 


その 場合 、 以 下 の こ と を 考慮 する 必要 が ある 。 

プラ イバシー と の 兼ね 合い 。 

個人 の 脳 の 活動 の 全て を 、 洗 いざ らい 、 外 部 に 対し て 、 
へ ヘルメット 経由 で 公開 する こと 。 

それ は 、 プ ライ バシ ー の 侵害 を 引き 起こ す 。 


自分 の 内 心 の 考え が 、 旨 外部 に 漏れ て し まう こと 。 
その こと を 考え て 苦し む 、 統 合 失 調 症 の 患者 。 
彼ら が 抱え る 問題 と 同様 の 問題 。 

それ ら が 、 ヘ へ ヘル メッ ト 着 用 者 に 起き て し まう こと 。 
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ヘル メッ ト の 機能 を 、 当 初 は 、 以 下 の よ うな 内 容 へ と 、 
絞る こと 。 

個人 が 、 そ の 内 心 に 、 趣意 を 抱い て いる こと 。 

その こと を 、 外 部 に 通知 し 、 摘 発する 機能 。 


そう し た 形 で 、 ヘ へ ヘル メッ ト を 、 新 た に 製作 する こと 。 
(2008 年 9 月 初出 ) 


死後 の 世界 は 存在 し な い 。 神 経 と 、 霊 
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喜 魂 は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 
神経 長 が 活動 し て いる 状態 。 

神経 回 路上 を 通る 、 電 気 的 な イン パル ス 。 
それ ら の 発火 や 伝達 。 

それ ら の 集合 体 。 


哉 魂 に つい て は 、 以 下 の 内 容 が 実現 可能 で ある 。 
その 存在 を 、 個 別 の 神経 回 路 の 活動 へ と 、 バ ラバ ラ に 分 
解 し て 、 考 える こと 。 


その 点 、 以 下 の 内 容 の 主張 が 、 十 分 に 可能 で ある 。 


位 魂 が 、 人 間 だ け で な く 、 神 経 胡 を 持つ 動物 一 般 に お い 
て 、 広 く 存 在 す る こと 。 


例 。 

カナ ブン の よう な 昆虫 。 

神経 砂 が 、 彼 ら の 頭 部 に 、 内 蔵 さ れ て いる こと 。 

その た め 、 彼 ら の 体内 に お いて 、 魂 が 、 確 実に 存在 する 


SR 


層 魂 が 、 人 間 だ け で な く 、 電 化 製 品 一 般 に お いて 、 広 く 
存在 する こと 。 

例 。 

テレ ビ や パソ コン の よう な 、 電 化 製品 。 

それ ら の 内 部 に 存在 する 電気 回 路 の 上 を 、 電 流 が 生き て 
通っ て 、 流 れ て いる こと 。 

その 点 で は 、 そ れ ら も 、 電 源 が 入っ て いる 間 は 、 生 き て 
NN の ご だ も 

その 意味 で は 、 そ れ ら は 、 魂 を 持っ て いる こと 。 


死ぬ と いう こと 。 

それ は 、 以 下 の こ と と 同一 で ある 。 

AEE AO? URAL 

それ ら の 上 を 、 イ ン パ ルス や 電流 が 流れ な く な る こと 。 
それ ら を 内 蔵 す る 存在 の 内 部 に お いて 、 電 気 が 消 える こ 
ae 


電気 製品 は 、 そ の コン セン ト を 抜く 度 に 、 死 ぬ 。 
その 製品 に 、 内 蔵 バ ッ テ リ ー が 存在 する 場合 。 
その 内 蔵 バ ッ テ リ ー も 同時 に 抜く こと 。 

その こと で 、 そ の 製品 を 、 完 全 に 死亡 させ る こと 。 
その 製品 の 魂 を 、 完 全 に 消す こと 。 

そう し た こと が 、 可 能 で ある 。 


動物 や 人 間 の 場合 。 

それ ら の 神経 胡 に 酸素 が 送ら れ な く な る こと 。 
それ ら の 脳 が 、 物 理 的 に 破壊 され る こと 。 

上 記 の いずれ か の 事象 が 、 発 生 す る こと 。 


COKER. “CIV OPERA ATTEN OIL. 


その こと で 、 そ れ ら の 内 部 に お いて 、 電 気 的 な イン パル 
AIMEE UE CIE Des 

COKER. “CHADS, RIES BO. BAW RSI. 
その 時 点 で 、 そ れ ら が 、 死 ん だ こと に な る こと 。 


魂 は 、 電 気 的 な 存在 で ある こと 。 
生命 や 人 間 や 電化 製品 が 、 死 ん だ 場合 。 
魂 は 、 そ の 時 点 に お いて 、 そ の 場 で 消滅 する こと 。 


以下 の こと は 、 あ り 得 な い 。 

魂 が 、 独 り で に 、 天 に 昇る こと 。 

その こと か ら 、 以 下 の こ と が 言え る 。 

死後 の 世界 は 、 天 国 も 、 地 獄 も 、 共 に 存在 し な いこ と 。 


死ん だ 人 の 議 魂 は 、 ど こ に ある か ? 

それ は 、 ど こ に も 存在 し な い 。 

それ は 、 神 経 償 の 活動 の 停止 と 同時 に 、 そ の 場 で 消滅 し 
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死後 の 世界 の 存在 。 

その こと を 前 提 と し た 、 世 界 の 諸 宗教 。 

それ ら は 、 以 下 の 内 容 へ と 、 改 め ら れる べき で ある 。 
死後 の 世界 を 存在 し な いも の と し た 、 現 世 完 結 の 内 容 。 


(2008 年 9 月 初出 ) 


無 宗教 や 無神論 者 の 人 で も 救 わ れる こ 
と 。 そ の 実現 方 法 。 


無 示 教 者 。 
無神論 者 。 


彼ら は 、 以 下 の 行為 を 、 日 々 実践 する 。 


他人 の 生存 の 役に立つ こと 。 
それ は 、 労 働 で も 何で も 良い 。 


無 宗 教 者 。 

無神論 者 。 

彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 日記 や レシ ピ と し て 、 文 書 化す 
る 。 


(1) 

「 貞 体 的 に 、 こ うい うこ と を し た ら 、 他 の 人 の 役 に 立 
ち 、 喜 ば れ た 。」 

そう し た 善行 の ノウ ハウ 。 

(2) 

「 こ れ は 、 人 が 生存 し て いく 上 で 、 重 要 で ある 。 
私 は 、 そ れ を 、 残 し た い 。」 


の Dc Ole a « 
彼ら 自身 に お ける 、 そ うし た 信念 や 教訓 。 


(3) 
「 人 間 は 、 具体 的 に 、 こ うい うこ と を し た ら 、 良 い 。」 


2 だ ae EO ウパ バウ 


(3-1) 
その 行為 は 、 他 人 に も 自分 に も 利益 に な る 。 


(3-2) 
CONTIL. MRAHS. 


(3-3) 
COTS, HAHICBRCEAH SAL. 


無 示 教 者 。 
無神論 者 。 
彼ら は 、 上 記 の 文書 に つい て 、 以 下 の 行為 を 実行 する 。 


(1) 
それ を 、 彼 ら 自 身 の 遺 伝 的 子孫 へ と 、 代 々 伝え る こと 。 


(2) 

彼ら 自身 と 関係 の 深い 他 者 。 

彼ら 自身 に と っ て 、 思 い 入 れ の ある 、 組 織 や 、 集 団 。 
例 。 

企業 。 

‘Bae 

それ を 、 そ れ ら の 構成 員 に よっ て 、 代 々 受け 継い で も ら 


we 


(3) 

後世 に デー タ を 残し て くれ る 、 依 頼 の 次 ける 機関 や 施 
設 。 

例 。 
日 本 の 国立 国会 図書 館 。 

それ を 、 そ れ ら の 存在 へ と 送付 し て 、 後 世に 残す こと 。 


その 人 は 、 例 え 、 無 宗教 者 や 無神論 者 で あっ て も 、 後 世 
の 社会 か ら 讃 えら れ 、 救 われ る 。 

彼ら 自身 の 考え や 、 創 意 工夫 や ノウ ハウ 。 

それ ら が 、 後 世に ずっ と 残り 続け る こと 。 

tHilte Fit. 以上 の こと と 、 同じ と に な る 。 

氷 遠 の 命 を 得 た こと 。 


無 示 教 者 や 無神論 


彼ら は 、 そ うし て 、 氷 遠 の 命 を 、 得 る 。 

彼ら は 、 そ うし て 、 救 われ る 。 

彼ら は 、 そ うし て 、 天 国 に 行っ た こと と 同じ 効果 を 、 得 
Do 


(2014 年 4 月 初出 ) 


全て の 神 は 、 人 人 造 神 で ある 。 


今 ま で 出 て きた 、 宗 教 の 神 。 
それ ら は 、 全 て 人 が 考え 出し た も の で ある 。 
それ ら は 、 人 間 の 知能 の 枠 内 を 、 出 て いな い 。 


その 点 、 そ れ ら 、 宗 教 の 神 は 、 費 、 人 人 造 神 と 呼べ る 。 
それ ら の 神 は 、 総 じ て 、 人 間 具 いも の に 転化 せ ざ る を 得 
LM 

それ ら の 神 は 、 人 間 の 作成 物 の 範 晴 を 、 出 て いな い 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 


大 自然 は 、 人 格 を 持た な い 。 そ れ は 、 神 
に は な り 得 な い 、。 


大 自然 の 猛威 。 
それ ら は 、 人 間 側 の 事情 を 一 切 考 慮 せ サ ず に 、 人 間 を ひ た 
すら 翻弄 する 。 


大 自然 は 、 そ も そ も 、 人 格 を 持た な い 、 物 理化 学 的 な 存 
在 で ある 。 
それ ら は 、 人 格 を 持つ 神 と は 無 細 の 存在 で ある 。 


人 間 は 、 大 自然 を 、 あ た か も 大 の 神 で ある か の よう に 、 
人 格 化 し て きた 。 


人 間 は 、 大 自然 を 、 何 と か 、 以 下 の 存 在 へ と 、 転 化 さ せ 
Aol a re まだ 。 


彼ら 自身 と 、 対 話 で きる 存在 。 

人 間 は 、 大 自然 に つい て 、 以 下 の よ うに 思い 込 も うと し 
て で きも 。 

「 大 自然 は 、 私 た ちと 、 対 話し て くれ る 。.」 

し か し 、 そ れ ら の 試み は 、 ほ と ん どど 意味 が 無い 。 

仮に 、 人 間 が 、 大 自然 の 産物 を 、 顕 微 鏡 な ど で 、 い じ っ 
て 分 析 し た 、 と する 。 

する と 、 人 間 は 、 そ れ に 対応 する 結果 を 、 得 る こと が で 
きる 。 

Child, 正 に 。 WEOL OGALLS a CDS. 出来 る 。 

「 大 自然 と 人 間 と の 、 真 の 対話 。」 


(2014 年 4 月 初出 ) 


本 当 の 聖人 。 


ある 人 間 を 救う 存在 は 、 他 の 人 間 で ある 。 
それ は 、 神 みた いな 作り 物 の 存在 で は 無い 。 


現世 は 、 救 い の 無 い 社 会 で す 。 
だ か ら 、 あ な た は 、 私 の こと を 、 何 と か 救っ て 下さ い 。 


その よう に 、 人 人 造 神 に 祈る だ け で ある こと 。 
それ で は 、 そ の 人 は 、 本 当 の 回 人 に は な れ な い 。 


「 現世 が 、 ど うし た ら 、 救 い の 得 られ る 社会 に な る の 
カ Y 9 」 

その ノウ ハウ を 、 自 ら 試行 錯 諾 し て 生み 出す こと 。 
その 内 容 を 、 彼 自身 の 人 生 に お いて 、 実 践 する こと 。 
そう し た 行為 の 実践 者 。 

彼 こ そ が 、 本 当 の 聖人 で ある 。 


その 言説 は 、 例 え 、 彼 自身 が 、 ど の 宗教 に 属さ な い 場 合 
で も 、 彼 自身 に 対し て 、 当 て は まる 。 
(2014 年 4 月 初出 ) 


人 間 の 伴 魂 は 、 死 後 、 消 滅する 。 


AID. 
その 実体 は 、 脳 の ニュ ー ロ ン 群 の 電気 発火 活動 の 集 ま 
り 、 で ある 。 


心臓 が 停止 する こと 。 

その こと で 、 脳 に 酸素 が 行か なか なく な る こと 。 

その 結果 、 脳 の ニュ ー ロ ン 群 や 、 神 経 細胞 群 は 、 発 火 に 
必要 な エネ ルギー を 、 断 た れる 。 

それ ら は 、 発 火 す る こと を 、 停 止 し て 行く 。 

それ ら は 、 最 後に は 、 ど の 細胞 も 発火 し な く な り 、 死 ん 
まあ の 


その 時 点 で 、 人 間 の 霊魂 は 、 ど こ に も 行か ず に 、 そ の 人 


の 脳 の 中 で 消滅 する 。 
死ん だ 人 の 翌 魂 は 、 大 国 に も 地獄 に も 行か な い 。 


天国 や 地獄 。 

それ ら は 、 以 下 の よ うな 時 代 に お いて 、 人 間 が 勝手 に 創 
り 出 し た 概念 に 過ぎ な い 。 

脳 の 中 の ニュ ー ロ ン 群 の 働き 。 

それ ら が 、 一 般 的 に 、 知 られ て いな か っ た 時 代 。 


吉 魂 は 、 た だ 消え 去る の み で ある 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 


神 を 信じ な く て も 、 削 は 当たら な い 。 
神 を 信じ な く て も 、 肖 は 当たら な い 。 


神 は 、 そ も そ も 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 
人 間 が 作り 出し た 、 実 体 の 無い 存在 。 

神 は 、 存 在 し な い 。 

その た め 、 以 下 の 事 象 の 発生 は 、 あ り 得 な い 。 


神 が 、 何 ら か の 働き を 、 人 間 に 対 し て 、 も た ら す こと 。 


むし ろ 間 題 な の は 、 以 下 の 人 々 に よる 、 以 下 の 行 為 で あ 
cae 
宗教 を 信ずる こと で 、 婚 得 権益 を 得 て い る 人 々 。 
彼ら に よる 、 神 を 信じ な い 人 に 対す る 、 攻 撃 。 
彼ら に よる 、 神 を 信じ な い 人 に 対す る 、 援 助 の 打ち 切 


これ が 、 以 下 の こ と の 正体 で ある 。 
「 人 は 、 神 を 儲 じ な いと 、 削 が 当たる 。」 


(2014 年 4 月 初出 ) 


精神 病 と し て の 宗教 信仰 。 精神 科 医 と し 
て の 無神論 者 。 


精神 病 と し て の 宗教 信仰 。 
その 精神 病 に は 、 ほ と ん ど 全 て の 人 々 が 、 殿 患 する 。 
彼ら は 、 以 下 の 形 で 、 一 生 を 過ごす 。 


全く 治癒 し な い 状 態 を 、 そ の まま 持続 させ る こと 。 
精神 病 者 と し て の 、 宗 教 信 仰 者 。 


彼ら は 、 以 下 の よ うな 説明 を 、 真 面目 に 信じ る 。 
客観 的 な 現実 や 真実 に そぐわ な い 、 ま が い 物 の 説明 。 


彼ら は 、 頼 れる 存在 を 、 勝 手 に 考え 出す 。 
彼ら は 、 そ うし た 存在 を 、 勝 手 に 依 仲 する 。 
そう し た 存在 は 、 架 室 で ある 。 

その 実在 は 、 不 可能 で ある 。 


彼ら は 、 頼 れる 存在 が 、 と て も 欲し い 。 
彼ら は 、 そ の 確保 を 最 優先 する 。 
彼ら は 、 和 真実 と 向き 合う こと を 避け る 。 


その 真実 。 
それ は 、 以 下 で ある 。 
頼れ る 、 大 いな る 存在 。 


絶対 者 。 
神 。 


それ は 、 そ も そ も 実 在 不可 能 で ある 。 


頼れ る 祖先 。 
それ は 、 も う 地 球 上 か ら 消 滅 し て いる 。 
それ は 、 何 も 力 を 持た な い 。 


頼れ る 現 人 神 。 
それ は 、 結 局 は 、 無 力 な 人 間 で ある 。 


人 々 は 、 同 じ 信 仰 対象 を 持つ 者 同士 で 、 連 帯 し 、 相 互 扶助 
お 

宗教 を 信仰 し な い 者 は 、 そ の 場 か ら 追 い 出さ れ 、 孤 立 
Ly. ES CUFT. 


M(t. AMAHROSALTC, MELAS. 
RAMS, AROHC. HATHELTOYS. 
彼ら は 、 以 下 の 視 点 を 、 欠 いて いる 。 

合理 性 。 

客観 性 。 

理性 。 

冷静 さ 。 


大 局 的 な 視点 。 

その こと は 、 以 下 の 事 実 の 、 動 か ぬ 証 拠 で ある 。 
彼ら が 、 精 神 病 で ある こと 。 

この 精神 病 を 治癒 させ る 治療 法 。 

それ は 、 今 の と ころ 、 存 在 し な い 。 


この 精神 病 に は 、 万 人 が 人 確 串 する 。 


この 精神 病 に お いて は 、 殿 患 し て いる 状態 が 、 普 通 で あ 
る 。 
この 精神 病 に お いて 、 治 癒す る こと は 、 異 常 で ある 。 
仮に 誰か が 、 治 癒し た と する 。 

する と 、 彼 は 、 人 間 社 会 か ら 、 異 常 者 扱い され る 。 
彼 は 、 多 数 洲 の 精神病 者 か ら 、 社 会 追放 の 人 迫害 を 受け 
Do 


この 精神 病 か ら 、 無 事 に 治癒 し た 者 。 
それ は 、 無 神 論 者 で ある 。 


世界 中 に 、 無 神 論者 の 共同 体 が 、 必 要 で ある 。 
無神論 者 は 、 も っ と 社会 的 な 力 を 持つ べき で ある 。 
無神論 者 は 、 以 下 の よ うな 存在 と し て 、 社 会 的 に 活躍 す 
べき で ある 。 


人 々 を 宗教 か ら 治癒 させ る 、 精 神 科 了 医 。 

無神論 者 は 、 精 神 科 医 と し て 、 以 下 の 方 法 を 、 一 刻 も 早 
く 探 し 出す べき で ある 。 

精神 病 と し て の 宗教 を 、 治 療 する 方 法 。 


それ は 、 以 下 の 存 在 を 、 人 々 に 向け て 提案 する こと で あ 
る 。 
合理 的 で 、 科 学 的 な 、 実 証 可 能 な 、 頼 れる 存在 。 


その アイ デア の 種 は 、 以 下 の 学説 の 中 に 、 存 在 する 。 
遺伝 学 。 

神経 科学 。 

無神論 者 は 、 精 神 科 医 に よる 処方 箋 と し て 、 以 下 の こ と 
を 行う べき で ある 。 

遺伝 学 と 、 神 経 科学 。 

その 両者 を 、 社 会 に 対し て 、 徹 許 的 に 普及 させ る こと 。 


どう すれ ば 、 人 々 が 持つ 、 以 下 の 欲求 を 、 満 た せる か ? 
頼れ る 存在 に 対す る 依頼 心 。 
無神論 者 は 、 そ れ を 、 必 死に 研究 すべ き で ある 。 


死後 の 魂 の 救済 。 

それ に つい て の 、 合理 的 な 説明 。 

その 内 容 を 考え る こと 。 

それ も 、 上 記 の 治療 の 一 環 と し て 、 必 要 で ある 。 


魂 は 、 神 経 の 活動 が 停止 する と 、 消 滅する 。 
死後 の 大 国 は 、 そ も そ も 存 在 し な い 。 


人 々 は 、 以 下 の 内 容 に 関し て 、 と て も 心配 で ある 。 
「 私 自身 は 、 死 ぬ と 、 ど うな る の か ?」 


その た め 、 人 々 は 、 そ の こと に つい て 、 一 生 懸 命 に 、 何 
か し ら の 説明 を 付け た が る 。 

人 々 は 、 そ うし た 説明 を 、 あ た か も 酸素 の よう に 、 必 死 
に な っ て 、 欲 し が る 。 


死後 の 大 国 を 、 欲 し が る こと 。 
それ 自体 が 、 精 神 病 の 症状 で ある 。 
それ は 、 以 下 の 症 状 と 、 同 種 で ある 。 


例 。 
糖分 を 必死 に な っ て 欲し が る 、 糖 尿 病 患者 。 
そう し た 症状 。 


宗教 の 信仰 。 

人 間 社 会 で は 、 そ の 病気 に 対し て 、 万 人 が 殿 患 し て い 
る 。 

人 間 社 会 で は 、 傘 患 し て いな い 健 康 者 が 、 異 常 者 扱い さ 
れる 。 

な の で 、 宗 教 は 、 社 会 的 に 問題 に な ら な い 。 


それ だ け の こと で ある 。 

宗教 の 信仰 は 、 精 神 異 常 の 状態 で ある 。 
宗教 の 信仰 は 、 合 理性 や 実証 性 を 欠い て いる 。 
それ は 、 社 会 的 に 有害 で ある 。 

それ は 、 精 神 病 で ある 。 


(2020 年 8 月 初出 ) 


基 の 本 当 の 意義 。 


其 は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 

生前 の その 人 や その 家族 の 行い 。 

それ ら を 、 後 世に 残す こと 。 

その た め の 一 環 と し て の 、 物 質 的 な か モニュメント 。 


人 間 の 志 魂 は 、 人 間 が 死ぬ と 、 そ の 瞬間 に 、 消 失 す る 。 
PAI: VPDA Ole, 考え る こと 。 
「 曹 に は 、 ご 先祖 様 の 詩 が 宿っ て いる 。」 


それ は 、 普 通 に 考え て 、 あ り 得 な い 、 頭 の 悪い 考え 方 で 
ある 。 


ご 先祖 様 の 人 骨 を 、 保 存 し て お く こ と 。 

そう し て 、 そ れ を 、 後 で DNA 解 析 す る こと 。 

その 結果 、 予 想 外 の 有効 な 遺伝 子 が 、 発 見 され る こと 。 
そう し た 可能 性 は 、 あ り 得 る 。 


た だ し 、 そ の 場合 、 以 下 の こ と を 考慮 する 必要 が ある 。 
人 営 は 、 物 理 的 な 存在 で ある こと 。 

それ は 、 只 の 化学 物質 で ある こと 。 

それ 自体 を 拝ん で も 、 何 も 出 て 来 な いこ と 。 


「 成仏 。」 
それ は 、 考 えて も 、 意 味 が 無い こと 。 


以下 の こと を 、 実 現す る こと 。 
基 は 、 そ の た め に ある 。 


(1) 

生前 の その 人 を 、 も う 一 度 思 い 出す こと 。 

その 人 の こと を 、 私 自身 の 頭 の 中 に 、 蘇 ら せ る こと 。 
CANIS Ce CORD SE By HES es 


(2) 
そう する こと で 、 基 参り し た 人 が 、 以 下 の 内容 を 思い 出 
i: ra ee 


故人 の 残し た 、 人 間 が 生き て いく 上 で 有効 な 、 教 訓 。 


(3) 

そう する こと で 、 基 参り し た 人 が 、 以 下 の 内 容 を 、 頭 の 
中 で 活性 化 さ せる こと 。 

故 和 の 残し た 、 生 活 上 の ノウ ハウ や 、 仕 事 上 の ノウ ハウ 


(4) 

そう する こと で 、 基 参り し た 人 に 対し て 、 以 下 の 内 容 を 
ty an ae 

生き る 勇気 や 知恵 。 


な の で 、 仮 に 、 関 係 者 の 誰か が 、 基 に 対し て 、 以 下 の 仕 
組み を 、 構 築 し て お いた 、 と する 。 

そう し た 故人 の 教訓 を 、 一 緒 に 記録 する こと 。 

その こと で 、 そ の 内 容 を 、 随 時 、 閲覧 で きる よう に し て 
お く こ と 。 

する と 、 暫 は 、 積 極 的 に 、 其 参り する よう に な る だ ろ 
9 
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天国 も 、 地 獄 も 、 存 在 し な いこ と 。 


人 間 の 霊魂 。 

FixtHak AAC) SUB. 

それ ら は 、 人 間 が 死ぬ と 、 停 止 する 。 
それ ら は 、 そ の まま 消滅 する 。 


その た め 、 人 間 に お いて 、 死 後 の 世界 は 、 存 在 し な い 。 
OC. AHS. Wd. FELL. 


ある 人 間 の 死後 、 存 在 し 続け る も の 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 だ け で ある 。 


4.) 
その 人 が セッ クス し て 生み 育て た 遺伝 的 な 複製 。 
遺伝 的 子孫 た ち 。 


(2) 
その 人 の 文化 的 子孫 た ち 。 


(2 グー イル) 
その 人 が 生前 に 、 他 人 に 対し て 伝え た 、 各 種 の ノウ ハ 
ウ 。 


(2-2) 
その 人 の 生前 の 動向 を 記録 し た 、 ド キュ メン ト 。 


死後 、 人 間 は 、 天 国 に も 、 地 獄 に も 、 行 か な い 。 
し か し 、 あ えて 言え ば 、 そ れ は 、 以 下 の 通 り に な る 。 


(1) 
ある 人 の 生前 の 言動 。 
それ が 記録 され て 、 後 世に 伝わる こと 。 


(2 と 1 ) 

それ に より 、 そ の 人 が 、 後 世に お いて 、 良 い 行 為 を し た 
大 だ と し :C、 誤 えら れる こと 。 

その 場合 、 そ の 人 は 、 天 国 に 行っ た こと と 同等 の 状態 に 
な る 。 


(222°) 
tHlo kW. CDAD. BHICSUY TC. MECHIBONM 
Filciv ote 


その 場合 、 そ の 人 は 、 地 獄 に 行っ た こと と 同等 の 状態 に 
な る 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 


無神論 や 無 宗教 の 主張 。 そ れ は 、 脳 神経 
科学 に 基づい て 行え ば 、 良 い 。 


ca 
=| 


神 や 宗教 の 概念 。 

それ ら を 、 人 間 が 発明 し た こと 。 

その 際 、 脳 神経 科学 は ほとん ど 発 達し て いな か っ た 。 
その た め 、 脳 の 中 は 、 ブ ラッ クボ ックス と 同じ 状態 で 
あっ た 。 


その た め 、 人 間 は 、 以 下 の よ うに 、 勝 手 に 解釈 し 、 想 像 
し 7 ほら 
AMBSOPRII(d, BAA TESOL. 


AMOINE. COERA. BADOATHSTOc. 
QMS, APH Y LY Te IRAE TE RICHI) ¢ 


es 


現在 、 急 速 に 研究 が 進ん で いる 脳神経 科学 。 
それ ら の 知見 か ら は 、 以 下 の こ と が 言え る 。 


二 魂 や 精神 。 

それ ら の 実体 は 、 以 下 の 通 り で ある 。 

脳 の 中 の 神経 細胞 同士 が 形成 し た 、 神 経 回 路 網 。 

その 中 で 発生 する 、 イ ン パ ルス や 発火 。 

それ ら が 引き 起こ す 、 神 経 細胞 問 に お ける 、 伝 達 現象 。 


それ は 、 電 気 現象 の 一 種 で ある 。 


人 間 の 脳 は 、 以 下 の 存 在 と 、 同 じ で ある 。 

テレ ビ 。 

それ は 、 電 源 コ ン セ ント を 抜く と 、 画 面 が 消え て し まう 
See 


脳 に 対し て 、 酸 素 が 送ら れ な く な る こと 。 

脳 が 破損 する こと 。 

仮に 、 そ れ ら の 事象 が 、 発 生 し た 、 と する 。 

する と 、 以 下 の 事 象 が 発生 する 。 

神経 回 路 網 が 、 死 ん だ り 、 破 壊さ れ た りす る こと 。 


(1 ) 
それ は 、 脳 死に な る 。 


(2) 
それ は 、 以 下 の 事 象 の 発生 に つなが る 。 
人 格 や 記憶 な どの 精神 現象 の 変化 。 


Tak, 
それ は 、 脳 神経 胡 の 活動 そ を の も の で ある 。 
人 間 が 死ぬ こと 。 


その こと で 、 脳 の 神経 細胞 が 死滅 し て 、 発 火 し な く な る 
=e 

GOt,. PML, BDEICMRADVETFLEDED 
に 、 そ の 場 で 消滅 する こと 。 

坪 魂 は 、 死 後 は 、 存 在 し 得 な い 。 


seat, SAD Old. ITHACA. 

境 魂 を 残す こと 。 

その た め に は 、 以 下 の 行 為 を 実行 する し か な い 。 
MRI の よう な 機械 を 、 経 由 さ せる こと 。 

その こと で 、 そ の 活動 状態 を 、 外 部 へ と コピ ー す る こ 
ae 


それ は 、 言 わ ば 、 身 体 報 で ある 。 

AEP CHK 

それ ら の 存在 場所 は 、 遠 離れ た 、 ど こ か の 空間 が 、 想 
定 さ れる 。 

幸 魂 は 、 そ うし た 遠隔 地 の 天 国 や 地獄 へ と 行く 手段 や 方 
法 を 、 持 た な い 、。 

その こと は 、 例 え 、 天 国 や 地獄 が 存在 し た と し て も 、 そ 
の よう に な る 。 


天国 や 地獄 。 

それ ら は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある 。 

地球 上 や 宇宙 上 の どこ か ら で も 、 便 利 に アク セス で き 
Be ツラ ウド サー ビス 。 

それ は 、 も し も 、 そ れ ら が 、 存 在 す れ ば 、 そ うな る 。 
し か し 、 三 魂 は 、 そ の 場所 へ は 、 飛 ん で 行く こと か 出来 
RON 

その た め 、 結 局 、 そ れ ら は 、 存 在 し な い 。 


も し も 、 今後 、 仮 に 、 以 下 の 内 容 の 装 曽 が 出来 た 、 と す 
る 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 存在 に な る 。 


人 造 の 天国 。 
人 造 の 地獄 。 


人 間 の 脳 の 神経 回 路 網 。 

それ ら の 内 容 を 、 外 部 へ と 、 コ ピー する こと 。 

ti. で の ヨ ピ ー デ ー タ を 、 ク ラウ クト ドジ サー ビス 邊 に 前 
Cee 

そし て 、 そ の 中 身 の 良 し 部 し を 、 装 定 す る こと 。 

それ ら の 動作 を 、 一 通り 実行 する こと 。 

そう し て 、 最 終 目標 の 達成 に 成功 する こと 。 

そう し た 一 連 の 動き £179. RE. 


身体 か ら 独 立 し た 霊魂 。 

大 国 。 

地獄 。 

それ ら は 、 現 状 で は 、 い ずれ も 、 存 在 し 得 な い 。 


また 、 人 間 の 脳 と 、 他 の 生物 の 脳 と を 、 比 較 し た 場合 。 
それ ら は 、 発 達 部 位 の 点 で は 、 異 な っ て いる 。 

し か し 、 そ れ ら は 、 基 本 的 な 作り の 点 に お いて 、 共 通 性 
が 多い 。 


これ は 、 以 下 の 説明 に よっ て 、 和 解釈 を する こと が 、 出来 
7% 
同じ 起源 を 持つ 、 生 体 。 

元 は 単純 な 作り だ っ た 、 生 体 。 

それ ら が 、 突 然 変 異 を 繰り 返す こと 。 

それ ら が 、 そ の こと で 、 次 第 に 、 別 々 の 、 複 雑 で 多様 な 
種類 に な っ て きた こと 。 


人 間 の 脳 の 生成 。 

それ が 、 創 造 主 の 神 に よっ て 、 作 られ た こと 。 

その よう に 主張 する こと 。 

そう し た 主張 は 、 以 下 の 説明 に 比べ て 、 説 明 の 手間 の 大 
き さ や 、 実証 性 に お いて 、 大 きく 劣る 。 
遺伝 学 に よ る 説明 。 

それ は 、 生 命 が 持 つ 、 遺 伝 的 な が メカ ニズム に よっ て 、 作 
oe hy eile ae 


霊魂 。 

その 存在 は 、 以 下 の こ と を し な く て も 、 特 に 問題 な く 、 
説明 し 、 解 駅 する こと が 、 で きる 。 

以下 の 存在 を 、 持 ち 出す こと 。 

神 の よう な 、 創 造 主 。 


それ は 、 以 下 の こ と を 示す 。 

神 の 概念 。 

それ は 、 も は や 不要 に な っ て いる こと 。 

例 。 

WIN 7s 

それ は 、 人 間 が 、 彼 自身 の 頭 の 中 に お いて 、 勝 手 に 生み 
出し た 、 父 親代わり の 、 便 利 な 人 造 の 神 で ある 。 

それ は 、 脳 の 中 身 が 分 か ら な か っ た 時 代 に お いて は 、 沢 
山 活用 され て きた 。 

脳 の 解明 が 更に 進む こと 。 

そう し た 未来 が 、 実 現さ れる こと 。 

その 時 、 神 の 概念 は 、 そ の 使命 を 終え る だ ろう 。 


神 。 

宗教 。 

それ ら の 存在 。 

それ は 、 以 下 の 事 象 の 進展 に よっ て 、 消 され 、 償 定 され 
る 。 
脳神経 科学 。 
遺伝 学 。 


それ ら の 発達 。 
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生物 や 人 間 に と っ て 、 最 も 大 切な こと 。 


彼ら 自身 の 生き た 証拠 。 

それ ら が 、 後 世に 残る こと 。 

その こと は 、 生 物 や 、 そ の 一 種 の 人 間 に と っ て 、 最 も 大 
切な こと で ある 。 


それ ら は 、 以 下 の よ うに 分 類 さ れる 。 

彼ら 自身 が 生成 し た 、 生 きた 生体 と し て の 、 子供 や 係 。 
彼ら 自身 の 遺伝 子 の コピ ー。 

図書 館 な ど で 保存 され る 、 彼 ら 自 身 に よる 自筆 の 原稿 。 
彼ら 自身 の 文化 的 コピ ー。 


報道 機関 の ニュ ー ス 記録 。 
彼ら 自身 が 、 カ メラ を 利用 し て 撮影 し た 、 映 像 記録 。 
イベ ント の コピ ー。 


aie ze. 

ひき こも り の 人 。 

彼ら も 、 以 下 の 行 為 を 実行 する こと で 、 彼 ら 自 身 の 生き 
= 証拠 を 、 後 世に 残せ る こと 。 

彼ら 自身 の 思 宗 を 記録 に 残し 、 そ の 内 容 を 、 文 書 保存 機 
関 に 対し て 、 送 付す る こと 。 


死後 の 世界 が 存在 する こと 。 

その よう に 考え る 思想 。 

款 教 。 

それ は 、 人 々 に よる 以下 の 行為 (1) を 、 以 下 の 言 説 
(2) MERRICK TT. PRL CUS. 


人 々 が 、 彼 ら 自 身 が 生き て いる 間 に 、 彼 ら 自 身 が 生き た 
証拠 を 、 作 る こと 。 


現世 より も 、 来 世 を 、 よ り 重 視 せ よ 。」 


それ は 、 人 々 の 人 生 に お ける 幸せ の 実現 に と っ て 、 大 き 
な 間 題 で ある 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 
と 、 人 間 の 脳 は 、 共 通 で ある こ 


解剖 図 を 観察 する こと 。 

生物 の 脳 。 

人 間 の 脳 。 

その 両者 の 間 に お いて 、 本 質 的 な 違い は 、 見 られ な いこ 
で 


その 両者 は 、 同 型 で ある こと 。 


例 。 
イル カ 。 


人 間 の 脳 。 

それ は 、 生 物 の 脳 の 一 種 で ある 。 

人 間 を 、 他 の 生物 と の 間 で 、 そ の 出来 示 え の 点 に お い 
て 、 一 線 を 引く こと 。 

それ は 、 困 難 で ある 。 


人 間 だ け を 特別 扱い し 、 選 民 扱 いす る こと 。 
そう し た 、 婚 存 の 、 宗 教 や 人 人造 神 。 

例 。 

キリ スト 教 。 

それ ら は 、 そ の こと だ け で 、 婚 に 間 四 っ て いる 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 


善行 を 行う 存在 。 そ れ は 、 救 われ る 必要 
が ある 。 


善行 を 行う 人 々 。 
彼ら に と っ て 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 必 要 で ある 。 
彼ら 自身 が 、 何 ら か の 手段 に よっ て 、 救 われ る こと 。 


部 行 を 行う 人 々 。 
彼ら に と っ て 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 必 要 で ある 。 
彼ら 自身 が 、 何 ら か の 手段 に よっ て 、 削 せら れる こと 。 


それ ら が 、 実 現し な い 場 合 。 
以下 の 事象 が 発生 する 。 
人 間 社 会 の モラ ル が 崩壊 する こと 。 


人 間 の 脳 の 中 の 状態 。 

その 実態 は 、 現 状 で は 、 簡 単 な 内 容 し か 、 分 か ら な い 。 
その た め 、 以 下 の 内 容 が 、 外 部 か ら は 、 装 断 で き な い こ 
(os 
誰が 、 本 当 の 善人 な の か ? 

誰が 、 本 当 の 趣 人 な の か ? 

この 問題 を 解決 する こと 。 

人 間 は 、 そ の 実現 の た め に 、 以 下 の 概 念 を 、 考 え 出し 
foe 

人 人 造 の 概念 と し て の 、 神 の 概念 。 


神 は 、 善 行 を 行う 人 を 、 常 に 見 守る こと 。 
神 は 、 趣 行 を 行う 人 を 、 常 に 監視 する こと 。 


人 間 は 、 以 下 の 内 容 を 実現 し よう と し た 。 

人 々 の 考え を 、 そ うし た 方 向 へ と 、 持 っ て 行く こと 。 
そう し て 、 一 人 一 人 の 個人 の 行動 を 、 コ ント ロー ル す る 
SO 


し か し 、 仮 に 、 以 下 の 事 象 が 起き た 、 と する 。 
脳 ス キャ ン の 技術 が 、 進 歩 す る こと 。 


その こと で 、 以 下 の 内 容 が 、 観 察 可能 に な る こと 。 


人 の 善意 。 
ADEE. 
それ ら の 、 脳 に お ける 、 存 在 部 位 。 
それ ら の 、 脳 に お ける 、 活 動 状 態 。 


それ ら の 内 容 が 、 装 明 し た 場合 。 
上 記 の 、* 神 に よる 見 張り * と いう 考え 。 
それ ら は 、 人 不要 に な る 。 


芸 行 を 行う)、 チ ン パ ンジ ー や イル カ 。 
彼ら が 、 救 われ る こと 。 
その 実現 が 、 必 要 で ある 。 


18) X BORK. 

彼ら が 、 救 われ る こと 。 

その 実現 が 、 必 要 で ある 。 

生物 の 脳 。 

それ ら が 、 善 意 や 悪意 の 機能 を 、 持 っ て いる こと 。 
それ ら の 仕組 み は 、 種 に よっ て 、 単 純 だ っ た り 、 複 雑 
fe) Go Os 

そう し た 可能 性 は 、 大 い に あ り 得 る 。 


それ に つい て は 、 以 下 の 行 為 は 不要 で ある 。 

神 の 概念 を 、 持 ち 出 すこ と 。 

それ に つい て は 、 以 下 の 行 為 が 実行 され れ ば 、 そ れ だ け 
"Cray CHS: 

脳 ス キャ ン 。 

そう し た 日 が 、 近 い 閣 来 、 到 来 す る 。 

その こと は 、 以 下 の 点 に お いて 、 人 間 よ り も 、 よ り 早 く 
実現 可能 で ある 。 

それ ら の 脳 が 、 単純 で ある こと 。 

それ ら の 仕組 み が 、 分 か りや すい こと 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 


人 間 が 、 神 が 存在 し な い 条 件 下 で 、 善 行 
を する こと 。 そ の よう に 持っ て いく 方 
法 。 そ の 確立 。 そ れ か が 必要 で ある こと 。 


親切 で 良い 人 。 
それ を 、 神 の 存在 無し で 、 生 み 出 すこ と 。 
それ が 、 人 間 社 会 に に っ て 、 必 要 で ある 。 


従来 、 宗 教 者 や 、 宗 教 の 信者 の 中 に お いて は 、 以 下 の 理 
由 で 入信 する 人 が 、 多 か っ た 。 


既存 の 信者 の 振る 舞い 。 

それ が 、 親 切 で 、 良 心 的 で あっ た こと 。 

一 般 人 が 、 Arg aes 

その 宗教 に お ける 、 at LUNAS. 

一 般 人 は 、 そ の 内 容 を 、 良 く 知ら な か っ た 。 

し か し 、 一 般 人 は 、 先 ほど の よう な 、 恨 好 な 感銘 を 受け 
foe と で 、 感動 的 に な っ た 。 

彼ら は 、 そ うし た 感情 に 基づい て 、 積 極 的 な 態度 で 、 そ 
の 宗教 に 、 入 信 し た 。 


宗教 者 や 信者 。 

彼ら が 、 善 行 を する こと 。 

そこ で は 、 往 々 に し て 、 以 下 の 事象 が 多く 発生 し て い 
る 。 

彼ら の 間 に お いて 、 以 下 の 意識 が 後ろ に 存在 する こと 。 


ある 人 が 、 良 いこ と を し て いる か どう か ? その 行動 の 内 
容 を 、 神 が 常に 見 張っ て いる こと 。 

eG Rea ert 

その 人 は 、 死 後に お いて 、 天 国 に 行く こと が か 出来 な いこ 
ae 


そう し た 考え 方 は 、 以 下 の 傾向 を 持つ 。 


彼ら は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

nes Scere ty aaa 

な の で 、 私 は 、 神 の 機嫌 を 取る た め に 、 良 いこ と を し よ 
の A 


その 考え は 、 他 律 的 で ある 。 


彼ら は 、 以 下 の よ うに 考え る 。 

「 私 は 、 死 後 、 天 国 で 、 永 久 に 、 良 い 思 い を し た い 。」 
その 考え は 、 以 下 の 内容 に 該当 する 。 

快楽 主義 

その 表向き の 隠ぺい 。 


cas 以下 の よう に 考え て いる 訳 で は 無 さ そう で あ 


ee, 善行 を し た いと 考え て いる こと 。 
そう し た 確固 た る 意思 に 基づい て 、 善 行 を し て いる こ 
Ge 


善行 を 生み 出す 人 。 

そう し た 存在 が 、 社 会 的 に 必須 で ある こと 。 

その こと は 、 以 下 の 点 に お いて 、 避 けら れ な いこ と 。 
人 間 社 会 の 日 々 の 営み 。 

それ は 、 彼 ら の 努 力 に し 、 か か っ て いる こと 。 


し か し 、 人 間 は 、 本 当 は 、 以 下 の よ うな 仕組 み を 、 そ ろ 
そろ 作る べき で は な い だ ろ うか ? 


人 々 が 、 自 発 的 に 、 療 行 を 実行 出来 る こと 。 

その よう に 、 人 々 の 気持 ち を 、 後 押し する こと 。 

その た め の 、 社 会 的 な 仕組 み 。 

その 実現 に お いて 、 以 下 の 概 念 を 、 一 切 、 持 ち 出さ な い 
Cpe woe es 


神 。 

その こと で 、 人 々 を 、 以 下 の 観 念 か ら 、 解 放す る こと 。 
4H(C t SBSH. 

ABIL KD. MIRNA ZING SBF. 

その 場 に お いて 、 神 が 、 死 後 の 人 々 を 、 以 下 の 目的 の た 
め に 、 一 方 的 に 、 交 意 的 に 、 選 別 す る こと 。 
天国 へ の 入所 。 

その 許可 を 互 え る こと 。 

そう し た 入所 者 が 、 天 国 に お いて 、 永 遠 の 快楽 を 入手 す 
Bie ts 

彼ら が 、 そ れ を 、 特 権 的 に 、 享 受 し 続け る こと 。 

そう し た 、 快 適 な 生活 の 永続 。 

その 閣 来 的 な 実現 。 

その た め に は 、 人 生 に お いて 、 善 行 を 沢山 行う こと が 、 
導 要 な こと 。 

人 々 が 、 現 世 の 暮 らし に お いて 、 そ うし た ハイ クラ ス な 
生活 の 実現 に つい て 、 憧 れる こと 。 

人 々 が 、 そ の た め に 、 現 世に お いて 、 神 に 迎合 する 形 
で 、 偽 矢 的 に 、 和 善行 に 励む こと 。 

そう し て 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 

人 々 に よる 善行 。 

その 自発 的 な 発生 。 

その 実現 を 促す 、 社 会 的 な 仕組 み 。 

それ が 、 宗 教 よ り も 、 よ り 優 れ た 効能 を 、 保 有 す す る こ 
Ce 
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神 や 宗教 無し で 、 人 々 に 対し て 、 善 行 を 
行う 気 を 起こ させ る 方 法 。 


神 や 宗教 無し で 、 人 々 に 対し て 、 善 行 を 行う 気 を 起こ さ 
せる こと 。 

それ に は 、 以 下 の よ うな 単純 な 事実 を 、 人 々 に 提示 する 
aan 

EMRWIIIS. Chet Res. 


親切 な 良い 人 。 

他人 の 生存 に 貢献 する 人 。 

そう し た 人 の 方 が 、 冷 酷 残 妨 な 人 より も 、 後 世に 生き 残 
りや すい こと 。 


親切 な 良い 人 の 方 が 、 恋 愛 に お いて 、 相 手 が 離 れ て 行き 
に CN と 

その こと は 、 そ の 人 に と っ て 、 望 まし い 結 婚 の 機会 の 増 
大 に 結び つき や すい こと 。 

それ ゆえ 、 そ の 人 は 、 自 身 の 子供 を 、 持 ちや すい こと 。 
その 結果 、 そ の 人 は 、 自 身 の 遺 伝 的 コピ ー を 、 後 世に 残 
し 9 すん いい こと 。 


も し も 同じ 能力 を 持つ 場合 。 

も し も 同じ 職場 に いる 場合 。 

親切 で 良い 人 の 方 が 、 冷 酷 残 妨 な 人 より も 、 生 き 残 りや 
IN だ 

親切 な 人 は 、 職 が 、 よ り 長 続き する こと 。 

その 人 は 、 そ の こと で 、 自 身 の 生 活 に と っ て 必要 な 資金 
を 、 よ り 甘 積 し や すい こと 。 


他人 の 生存 に 対し て 、 頁 献 す る こと 。 

そう し た 行為 を 積極 的 に 行う 人 。 

そう し た 人 は 、 そ う で な い 人 に 比べ て 、 よ り 賞 を 取り や 
CNS 

そう し た 彼ら の 妨 債 。 

それ ら は 、 後 世 へ と 、 よ り 良 く 伝わり や すい こと 。 


他人 の 生存 に 真 献 す る こと を し た 人 。 
そう し た 人 は 、 そ う で な い 人 に 比べ て 、 よ り 大 き な 報 酬 


を 受け 取り や すい こと 。 

その こと で 、 彼 ら は 、 経 済 的 に 、 よ り 大 き な 余 裕 が 出来 
KC 

その 結果 、 彼 ら は 、 自 身 の 子孫 を 、 後 世 へ と 、 よ り 残 し 
2 


親切 な 良い 人 で ある こと 。 

他人 に 対し て 、 頁 献 す る 人 で ある こと 。 

そう し た 人 は 、 以 下 の 内 容 を 、 後 世 へ と 、 よ り 良 く 残し 
や すい こと 。 

その 人 自身 の 、 遺 伝 的 子孫 や 、 文 化 的 子孫 。 


他人 の 役に立つ こと 。 

善人 で ある こと 。 

その 人 の 人 生 に お いて 、 そ れ ら の 程度 が 、 よ り 大 きく な 
oe digs 

その こと で 、 そ の 人 の 生き た 証 が 、 後 世に お いて 、 よ り 
良く 残り や すく な る こと 。 

その こと が 生物 学 的 に 証明 され る こと 。 

それ が 、 可 能 で あれ ば 良い こと 。 

その こと が 、 実 証 さ れ た 場合 。 

人 々 は 、 自 然 に 、 善 行 に 励む よう に な る こと 。 

その こと は 、 た と え 、 人 々 が 、 神 や 宗教 の こと を 、 全 く 
考慮 し な い 場 合 で も 、 容 易 に 実現 する こと 。 


冷酷 で 、 残 訪 な 人 。 

そう し た 人 は 、 そ の 酷い 行い に よっ て 、 歴 史上 に 、 そ の 
名 を 残す こと 。 

それ は 、 マ イナ ス 価 値 の ステ ィ グ マ の 付い た 、 反 和 面 教師 
CC, る こと 。 

その た め 、 そ の 人 は 、 人 間 社 会 が 存続 する 間 、 ず っ と 部 
人 扱い され る こと 。 

その こと は 、 以 下 の 内 容 の 実現 に つなが る こと 。 

そう し た 事態 を 避け た い 人 々 。 

彼ら は 、 一 生 懸 命 に 、 善 行 を する こと 。 


この よう に し て 、 神 や 宗教 は 、 不 要 に な る こと 。 
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神 や 宗教 を 、 不 要 に する こと 。 そ の た め 
= ー 番 効果 が ある こと 。 そ れ は 、 何 


他人 の 役に立つ こと 。 

そう し た 行為 を 、 実 行 す る こと 。 

企業 が 、 そ れ を 、 怠 っ て いる 場合 。 

その 企業 は 、 徐 々 に 衰退 し て 、 滅 び て し まう こと 。 


SEA, WIRLAWIL. 

その た め に は 、 企 業 に は 、 以 下 の 行 為 が 必要 で ある こ 
ど 。 
他人 の 役に立ち 続け る こと 。 


他 者 の 生存 に 役立つ こと 。 

で うし た 行為 を 、 よ り 多 く 行 うこ と 。 

その こと で 、 以 下 の 存 在 が 、 よ り 生 き 残 りや すく な る こ 
Cs 
その 人 や 、 そ の 遺伝 的 、 文 化 的 子孫 。 

そう し た 仕組 み 。 

それ を 社会 的 に 作り 上 げ る こと 。 

それ が 、 以 下 の 内 容 を 不要 に する た め に は 、 一 番 効果 が 
ある こと 。 


その 人 自身 に と っ て 、 有 利 な 生き 残り の 方 法 。 
それ を 、 神 頼み の 形 で 、 模 索 す る こと 。 

そう し た 人 生 の あり 方 。 

神 や 宗教 その も の 。 
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プラ ス の 価値 の ある 存在 と し て 、 残 り た 
Nee 


仮に 、 あ る 人 が 、 以 下 の 行為 を し た 、 と する 。 


人 の 生存 を 、 危 機 に 陥れ る こと 。 
人 が 生き 残れ な く な る こと 。 
そう し た 行為 を する こと 。 


する と 、 そ の 人 は 、 以 下 の よ うな 存在 と し て 、 後 世に 
残っ で し まう 。 

マイ ナス の 価値 の 付い た 存在 。 

反面 教師 。 

例 。 

テス ドイツ 。 

ERs 


以下 の (1) DAA. WED (2) より も 、 よ り 良 いこ 
Cx 
人 間 は 、 以 下 の (1) の 方 を 、 そ の 人 自身 の 人 生 に お い 
て 、 よ り 望 むこ と 。 

(1) 

プラ ス の 価値 を 持つ 存在 と し て 、 後 世に 残る こと 。 


(2) 
マイ ナス の 価値 を 持つ 存在 と し て 、 後 世に 残る こと 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 と な る 。 
人 間 が 、 良 心 を 働か せる こと 。 
人 間 が 、 善 行 を 行う こと 。 


そう し た 行為 の 原動力 。 
それ ら の 力 は 、 神 や 宗教 を 持ち 出す こと 無く 、 生 成 可 能 
で ある こと 。 
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ee に は 、 ど うす れ ば 良い 
\? 


人 間 が 救 わ れる こと 。 
その た め に は 、 以 下 の 行 為 は 、 特 に し な く て 良い 。 
難し い 宗 教 的 な 修行 。 


その た め に 、 必 要 な 行為 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 を 、 何 か し ら 実 践 し て 、 成 果 を 上 げ 
Bat CDOS 

他人 の 生存 の 役に立つ こと 。 

他 者 の 生活 を 、 楽 に する こと 。 


その よう に し て 、 他 者 の 生活 を 、 楽 に する こと 。 

その 実現 に 貢献 し た 人 々 。 

彼ら は 、 彼 ら 自 身 が 困っ た 時 に 、 他 者 か ら の 援助 を 、 よ 
り 受 け や す く な る こと 。 

彼ら は 、 そ うし て 、 よ り 救 われ や すく な る こと 。 

彼ら は 、 後 世 ま で 、 プ ラス の 価値 ある 存在 と し て 、 名 を 
残す こと か 出来 る こと 。 

彼ら は 、 そ の 点 で も 、 救 われ る こと 。 


上 記 の 教訓 は 、 以 下 の 古 いこ と わざ の 内 容 へ と 、 集 約 さ 
れれ CO る の 。 
情け は 、 人 の た め な ら ず 。. 


(2014 年 4 月 初出 ) 


生き 残れ な けれ ば 、 何 も な ら な いこ と 。 
人 間 は 、 有 機 物 質 の 一 種 で ある 。 


その 存在 は 、 以 下 の よ うな 変化 の 過程 の 上 に ある 。 
地球 上 に お ける 、 生 命 誕生 。 
その 瞬間 か ら ず っ と 続く 、 遺 伝 的 な 変化 。 


そう し た 遺伝 的 変化 。 
それ は 、 よ り 良 く な る 進化 と は 、 必 ず し も 吉 え な いこ 
Coss 


人 間 が 、 生 命 と し て 、 一 時 的 に 盛大 な 勢力 を 誇る こと 。 
その こと は 、 以 下 の 内 容 が 、 結 果 的 に 実現 し な い 場 合 、 
全く 無 意 味 で ある こと 。 

後世 に お いて 、 生 き 残 る こと 。 

それ は 、 以 下 の 実 例 を 見 る こと で 、 明 ら か に な る こと 。 
例 。 

恐竜 。 
それ は 、 一 時 的 に 、 と て も 繁 近 し た こと 。 
それ は 、 そ の 後 、 絶 滅 し た こと 。 


現代 の 人 類 。 

それ が 、 以 下 の 存 在 で あっ た か どう か に つい て 、 結 論 付 
(Toe cs 

生命 の 頂点 に 立つ 、 完 成形 と し て の 存在 。 

それ は 、 後 世 の 地 球 や 宇宙 が 決め る こと で ある 。 


人 間 の 脳 。 

それ は 、 遺 伝 的 な 変異 の 過程 に お いて 、 偶 然 、 大 幅 に 、 
大 規模 に な り 、 高 機能 に な っ た こと 。 

その お か げ で 、 人 間 は 、 一 時 的 に 成功 し た よう に 見 える 
Sar Ae 


それ が 、 生 命 に と っ て 、 最 善 な 和解 な の か どう か に つい て 
の 、 基 定 結果 。 
それ は 、 ず っ と 時 を 経 な いと 、 分 か ら な いこ と 。 
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従来 の 神 や 宗教 。 そ れ ら の 本 当 の 存在 意 
義 。 そ れ ら の 代替 と な る 存在 と し て の 、 
脳 の スキ ャ ン ニ ング 。 


従来 の 神 や 宗教 。 

それ ら の 本 当 の 存在 意義 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 社 会 的 に 必要 な た めで あ 
ays 


以下 の (1) の 人 に つい て 、 以 下 の (2) を 行う こと 。 
その た め の 仕 組み 。 


C2) 

Bz. BNC, BAC. MAYPAWIL. 
し か し 、 善 意 が あっ て 、 徳 が ある こと 。 
心 が 清 い こと 。 

だ 大人 人 。 


( 2 ) 

それ は 、 彼 ら を 救済 する こと 。 

それ は 、 彼 ら の 功績 を 讃え る こと 。 
それ は 、 彼 ら を 評価 する こと 。 

それ は 、 彼 ら の 存在 を 後世 に 残す こと 。 


その まま で は 、 上 記 の (1) の 人 は 、 そ の 存在 を 、 後 世 
へ と 残す こと か 出来 な い 。 


既存 の 人 造 神 や 宗教 。 
それ ら は 、 ま さ に 、 こ の 働き や 仕組 み を 、 以 下 の ア イデ 


ア に よっ て 、 見 か げ け 上 、 実現 し て いる 。 
彼ら を 、 死 後 の 大 国 へ と 、 招 き 入 れる こと 。 
それ が 見 か け 上 で ある こと 。 

その 埋 由 。 

天国 は 、 実 際 に は 、 以 下 の 存在 で ある こと 。 
それ は 、 仮 想 的 で ある こと 。 

それ は 、 実 態 が 無い こと 。 


上 記 の (1) の 人 を 、 救 済 し 、 評価 する こと 。 
人 間 社 会 に は 、 現 状 、 そ の 手段 が 無い こと 。 

その た め 、 人 々 は 、 宗 教 に お ける 天国 の 概念 に よっ て 、 
一 時 的 に 、 お 人 茶 を 滴 し て いる こと 。 


起 人 に つい て も 、 同 様 で ある こと 。 

彼 の 脳 内 に お ける 実態 。 

それ は 、 外 部 か ら は 、 な か な か 分 か り に くい こと 。 

その た め 、 人 々 は 、 趣 人 の こと を 、 削 し に くい こと 。 
人 々 は 、 以 下 の 思 想 に よっ て 、 お 祭 を 滴 し て いる こと 。 
宗教 が 持つ 、 以 下 の 思 想 。 

吉 人 は 、 地 獄 に 落ち る こと 。 


無神論 。 

それ は 、 以 下 の 仕組 み を 用 意 し な く て は な ら な い 、。 
上 記 の 神 や 宗教 。 

それ ら を 代替 する 仕組 み 。 


人 間 社会 は 、 何 ら か の 形 で 、 以 下 の (1) の 人 に 対し 
CT. WFO (2) を 実行 する 必要 が ある 。 


Ce) 
善意 を 心 の 中 で 持っ て いる 人 。 
心 の 綺麗 な 人 。 


(2) 
現世 な いし 後世 に お いて 、 報 いる こと 。 


OBS « 

心 の 綺麗 さ 。 

善意 。 

良心 。 

それ ら は 、 脳 に お いて 、 ど の 部 位 の 中 に 、 宿 っ て いる 
か ? それ を 同定 する こと 。 

脳 を 、MRI の よう な 装 連 を 用 いて 、 定 期 的 に スキ ャ ン す 
と 03 

そう し て 、 心 の 清 さ や 、 心 の 綺麗 さ に つい て の 診断 を 、 
行う こと 。 

そう し て 、 上 記 の (1) の 人 に 対し て 、 以 下 の 文 書 を 、 
発行 する こと 。 

善意 や 良心 の 存在 が 、 脳 内 に お いて 、 確 認 さ れ た こと 。 
それ を 証明 する 、 証 明 書 。 

そう し て 、 上 記 の (1) の 人 に 対し て 、 感 謝 状 を 発行 す 
と 

な お か つ 、 そ れ ら を 、 本 人 の DNA や 脳 自 体 と 一 緒 に 、 後 
世に 残す こと 。 

そう し た こと が 、 社 会 的 に 必要 に な っ て くる こと 。 
善行 。 

それ は 、 以 下 の 効 果 を 持つ 、 何 ら か の 行為 で や る こと 。 
周囲 の 人 々 を 、 よ り 生 き や す く する こと 。 

人 々 の 生存 力 を 、 高 め る こと 。 

ENE IWR. 


AX AHAS BI ERABIC S(t DS. ACARD DZ7LAS |) DURKEE. 
善行 は 、 そ れ を 、 浪 化し 、 清 め る こと 。 

その よう に 鮮 釈 を する 仕組 み 。 

その よう な 善行 や 良心 に よっ て 、 浪 化 さ れ 、 清 め ら れ て 
EN の この 

そう し た 状態 の 脳 。 

それ 自体 を 診断 評価 で きる よう に する こと 。 

その た め の 仕 組み 。 

それ ら か 必要 で ある 。 


脳 の 中 の 善意 と 趣意 。 

善行 と 趣 行 

それ ら の 存在 を 、MRI の よう な 装 首 を 利用 し て 、 ス キャ 
し 、 測 定 し 、 記録 する こと 。 

それ を 可能 に する 仕組 み 。 

そう し て 、 そ れ ら の 存在 を 、 讃 える か 、 削 する こと 。 

それ を 可能 に する 仕組 み 。 

それ ら か 必要 で ある こと 。 

市 中 に 存在 する 、 名 も 無き 聖人 。 

彼ら の 脳 。 

その 内 容 の 素晴らし さ を 、 他 の 人 が 讃え る こと 。 

それ を 可能 に する 仕組 み 。 

その 神経 回 路 網 の コピ ー を 、 後 世に 残す こと 。 

それ を 可能 に する 仕組 み 。 

それ ら か 必要 で ある こと 。 


この 世 は 、 人 間 の 欲望 ほ まみれ で ある こと 。 

それ は 、 不 快 な こと だ ら け で ある こと 。 

BOC. HOT. ROBB. Bite. AMIN. BA 
重ね た いこ 

彼ら 自身 は 、 そ うし て 、 死 後 、 天 国 に お いて 、 楽 し く 暮 
NE ae 

thon. SECO. BOBSBAICKITS, AEDS 
RSF Ci (ec 

今後 は 、 彼 ら 自身 の 脳 の 善行 の 度合 い を 、 機 会 が ある 毎 
に 、 ス キャ ン し 、 測 定 し 、 診断 する こと 。 

それ は 、 善 人 度 の 診断 で ある こと 。 

そう し て 、 以 下 の 内 容 を 、 そ の 都度 、 確 認 す る こと 。 
彼ら 自身 が 、 療 人 で ある こと 。 

ぞう し て 、 その 記録 が 、 後世 に 残る よう に な る こと 。 
それ ら が 、 こ れ か ら の 、 名 も 無き 善人 に お ける 、 人 生 の 
IND FOIL OG Cs 


脳 の 診断 記録 に お いて 、 以 下 の 内 容 を 、 本 人 の 意思 に 応 


で 所 ペペ る よう に ずる ご と 。 

その 内 容 を 、 プ ライ バシ ー を 付け て 、 機 密 に する か ? そ 
れ と も 、 そ の 内 容 を 、 公 開 す る か ? 

こう し た 脳 ス キャ ン 。 

それ は 、 以 下 の 用 途 に も 、 使 うこ と が 可能 で ある こと 。 
ALIEN MEA 

MAB, AMBICLESILL EA CIA. AeETSX 
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それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 に お いて 、 社 会 的 に 、 有 用 で 
ある こと 。 

RARE C TIL. 

AOIUIESSHEAZASIOL. 

政治 家 な どの 権力 者 に 対し て 、 そ の 真意 を 、 正 すこ と 。 


従来 の 神 や 宗教 。 

それ ら が 持つ 、 も う 一 つの 存在 意義 。 

それ は 、 人 間 が 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 望む こと 。 
彼ら 自身 と 似 た 、 よ り 大 いな る 存在 。 

そう し た 存在 に よっ て 、 彼 ら 自 身 が 、 守 られ る こと 。 
人 間 は 、 そ うし た 存在 を 、 人 人 造 神 の 形 で 、 作 り 上 げた こ 
ae 


一 人 の 人 間 を 超え た 、 大 き な 存 在 で ある こと 。 

神 は 、 そ うし た 点 に お いて 、 人 間 の 国家 や 、 人 間 の 全体 
社会 に 、 似 て いる こと 。 

両者 の 相違 点 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある こと 。 

神 は 、 以 下 の 行為 を 許さ な いこ と 。 
MENDES CT SSBAT. BAT. 

C9 UBITOPI. 

手抜き 。 

Blt. 


RLEALY. 
その よう な 、 人 間 の 生き や すさ を 脅かす 趣 行 。 


そう し た 行為 を 許さ な いこ と 。 

その た め の 仕 組み 。 

それ を 、 神 の 概念 を 持ち 出さ ず に 、 人 間 自 身 で 考え 出す 
Ss 

EDRILDTEOD., tee tea {T SHER. 

無神論 が 、 そ れ ら を 、 サ ポー ト す る こと 。 

そう し た こと が 、 人 間 の 社会 に お いて 、 必 要 で ある こ 
ae 


(2014 年 4 月 初出 ) 


hie る 神 と 、 物 理 的 な 神経 回 路 綱 の 必要 


既存 の キリ スト 教 や イス ラム 教 。 

そこ で は 、 神 は 、 以 下 の よ うな 存在 と な っ て いる 。 
神 は 、 一 人 一 人 の 個別 の 人 間 の 心 に 対し て 、 ア ドバイ ス 
を する こと 。 

神 は 、 一 人 一 人 の 個別 の 人 間 と の 間 で 、 対 話す る こと 。 


これ は 、 以 下 の 内 容 を 、 示 し て いる 。 
神 が 、 思 考 を し て いる こと 。 


ある 存在 が 、 思 考 を する こと 。 

その 実現 に お いて は 、 何 ら か の 形 で 、 以 下 の よ うな 仕組 
み が 、 必 要 で ある 。 

物理 的 な 神経 回 路 。 

物理 的 な 論理 回 路 。 


つま り 、 神 は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 必 須 と する 。 

彼 自身 が 、 思 考 す る こと 。 

その 実現 の た め に 、 以 下 の 仕 組み を 、 彼 自身 の 手 で 、 実 
呈し じ し な けれ ば な ら な いこ と 。 

以下 の (1) の 内 容 を 、 以 下 の (2) の 叙 域 の 内 部 に お 


CNC, mls 所 持 ず る こと 。 


(1) 

物理 的 な 、 巨 大 な 、 神 経 回 路 や 、 論理 回 路 。 

それ ら の 回 路 は 、 以 下 の よ うな 機能 を 、 含 むこ と 。 
一 人 一 人 の 人 間 。 

彼ら の 存在 を 、 個 別に 認識 する こと 。 

その こと を 可能 に する 機能 。 

例 。 

視覚 回 路 。 


(2) 
地球 上 、 あ る い は 宇宙 空間 の どこ か 。 


それ ら の 実現 は 、 物 理 法則 の 範囲 内 に お いて 、 果 た し 
て 、 可 能 か ? その 可能 性 は 、 と て も 少な い 。 

よっ て 、 以 下 の こ と が 、 言 える 。 

「 神 は 、 存 在 し な い 。」 


(2014 年 4 月 初出 ) 


無神論 や 無 宗 教 は 、 地 動 説 と 似 て いる 。 


無神論 や 無 宗教 。 

それ ら は 、 以 下 の 点 に お いて 、 地 動 説 と 、 似 て いる 。 
それ は 、 正 し い 説 で あり な が ら 、 社 会 一 般 に 、 廊 ぐに 
は 、 受 け 入 れ ら れ な か っ た こと 。 

それ は 、 大 き な 抵 抗 を 伴っ て 、 人 間 社 会 に 、 迎 えら れ た 
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地球 と 、 他 の 天体 と の 関係 。 
それ は 、 以 前 は 、 大 動 説 に よっ て 、 専 ら 説 明 さ れ て いた 
Se 


大 動 説 。 

それ は 、 キ リス ト 教 な どの 宗教 に よっ て 、 支 持 さ れ て い 
SO 

一 般 人 も 、 そ の 内 容 を 、 広 く 受 け 入 れ て いた こと 。 

一 般 人 は 、 そ の 内 容 を 、 疑 い の な いも の と し て 、 信 じ て 
に WS ご で 。 


そこ に 、 コ ペル ニク ス が 、 地動 説 を 、 新 た に 打ち 出し 
jks 

RESn wa, HAC 5A SHE. 

コペル ニク ス が 、 CHIEN. Es 

彼 が 、 そ の た め 、 生 前 著書 の 発表 を し な か っ た こと 。 
その 後 、 キ リス ト 教 の 教会 は 、 地 動 説 を 唱え た 者 を 、 放 
ciel ee pot 。 


社会 に お ける 、 人 々 の 考え 。 

その 内 容 が 、 天 動 説 か ら 、 地 動 説 へ と 、 新 た に 切り 替 わ 
の この 

その こと が 実現 する まで の 期間 に お いて 、 人 々 の 間 に 、 
大 き な 挑 抗 が 存在 し た こと 。 


天動説 か ら 地動 説 へ の 切り 替え 。 

それ は 、180 度 の 転回 で あっ た こと 。 

Cities 以下 の よう 回 半ば れれ た と 。 

「 コペルニクス 的 転回 。」 

有 神 論 か ら 無 神 論 へ の 切り 替え 。 

それ は 、 上 記 と 同様 に 、180 度 の 転回 で ある こと 。 


今 の 人 間 社 会 に お ける 現状 。 
有 神 論 が 、 未 だ に 、 圧 倒 的 に 優 土 で ある こと 。 
無神論 は 、 社 会 的 に 、 虐 げ ら れ た 状態 に ある こと 。 


こう し た 現状 を 変え る 、 社 会 的 な 契機 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 で ある こと 。 

分 子 遺 伝 学 に お いて 、 生 命 の 解明 が 、 進 むこ と 。 

それ と 同時 に 、 脳 神経 科学 に お いて 、 人 間 の 心 や 魂 の 解 


明 が 、 進 むこ と 。 

これ ら は 、 以 下 の 力 を 持つ こと 。 

有 神 論 か ら 、 無 神 論 へ の 、180 度 転回 。 
それ を 、 成 し 遂げ る こと 。 

その 実現 を 可能 に する 、 原 動力 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 


無神論 を 主張 する 人 が 少な い 理 由 は ? 


現状 に お いて 、 無 神 論 を 主張 する 人 が 、 少 な いこ と 。 
その 理由 。 

誰か が 、 無 神 論 を 主張 し た 場合 。 

その 人 は 、 社 会 的 に 疎外 され る こと 。 

その 人 は 、 孤 立 の 道 を 、 歩 まな けれ ば な ら な いこ と 。 


紳 が 、 宗 教 に つい て 、 以 下 の 行為 を 取る こと 。 

その 内 容 に つい て 、 彼 ら の 内 心 の 半分 に お いて 、 胡 散 臭 
CNS see Oe es 

それ に も 関わ ら ず 、 そ の 内 容 を 、 少 な く と も 、 見 か け 上 
[Spurs tal Coe と 。 

そう し た 様子 を 、 周 囲 に 対し て 、 見 せる こと 。 

その 理由 。 

款 教 が 、 人 間 社 会 の 共同 体 の 根幹 を 、 今 な お 掌握 し 続け 
CO 


RAE CEMA. 

今 の 人 間 は 、 社 会 的 に 生き て いけ な いこ と 。 

RAS CEA. 

それ は 、 今 の 社会 に は 、 あ まり 無い こと 。 

その こと は 、 以 下 の 人 間 社 会 に お いて 、 顕 閉 で ある こ 
と 


キリ スト 教 。 


イス ラム 教 。 
それ ら の 宗教 を 信じ る 、 国 や 社会 。 


日 本 人 。 

彼ら の 態度 は 、 一 見 する と 、 無 宗教 に 見 える こと 。 
その 実態 。 

彼ら は 、 以 下 の 内 容 を 、 何 で も 信じ る こと 。 

彼ら 自身 に と っ て 、 信 じ ら れ る と 感じ られ る 宗教 。 

人 々 が 、 神 社 に も 、 仏 教 の 寺院 に も 、 キ リス ト 教 会 に 
も 、 参 拝 す る こと 。 

その 社会 は 、 多 宗教 を 同時 に 信 仲 する 社会 で ある こと 。 
何で も 良い の で 、 何 か し ら 宗 教 を 信じ る こと 。 
そう で な い 場 合 。 

その 人 は 、 他 者 か ら 爪 は じき され 、 社 会 的 に 居場所 が 無 
(る の こと 。 

日 本 社会 。 

それ は 、 キ リス ト 教 や イス ラム 教 を 信じ る 国 や 社会 と 、 
結局 は 、 同 じ で ある こと 。 


無神論 の 人 間 同 士 が 、 協 力 す る こと 。 

彼ら が 、 宗 教 の 布教 みな た いな 感じ で 、 無 神 論 を 、 社 会 に 
広く 流布 させ る こと 。 

その こと で 、 彼 ら が 、 無 神 論 を 、 社 会 的 に 認め させ る こ 
ee 
その 実現 の た め の 、 社 会 的 な 機関 や 団体 の 存在 。 
それ ら が 、 必 要 で ある こと 。 

世界 の 無神論 者 同士 が 、 手 を 取り 合っ て 、 協 力 機関 を 作 
SG 

その こと で 、 彼 ら の 存在 を 、 社 会 に 誰 め させ る こと 。 
それ ら の 実現 が 、 必 要 で ある こと 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 


自立 や 自助 の 思想 と し て の 、 無 神 論 。 


神 は 、 以 下 の よ うな 存在 と し て 、 人 間 が 作り 上 げた も の 
で ある 。 
人 間 の 願望 や 依頼 心 を 叶え て くれ る 、 仮 想 の 存在 。 


その 点 、 宗 教 は 、 以 下 の よ うに 、 表 現 で きる 。 
RAE ORR DORA. 


人 間 は 、 常 日 順 、 例 えば 、 以 下 の よ うな 願望 や 依頼 心 
を 、 持 っ て いる 。 


EL ご 419 
彼 自 身 の こ と を 、 助 け て 欲し いこ と 。 
彼 自 身 の こ と を 、 守 っ て 欲し いこ と 。 


(ie 2) 
彼 自 身 の こ と を 、 見 つめ て 欲し いこ と 。 
彼 自身 の こと を 、 見 守っ て 欲し いこ と 。 


2 
彼 自 身 に 対し て 、 永 遠 の 命 を 、 え て 欲し いこ と 。 


人 々 は 、 以 下 の よ うな 存在 を 欲し て いる 。 
彼ら 自身 の 願望 や 依頼 心 。 
それ ら を 、 叶 えて くれ る 存在 。 


それ は 、 以 下 の 二 つ を 兼ね 備え た 存在 で ある 。 


(1) 

彼ら 自身 を 超越 し て いる こと 。 
「 大 いな る 存在 。」 

「 オー ル マ イ ティ な 存在 。」 





(2) 
人 間 と 相似 の 性 質 。 
彼ら 自身 と 相似 の 性 質 。 


それ ら を 、 備 えて いる こと 。 
超人 。」 


人 々 は 、 そ うし た 存在 の 実在 を 、 望 むこ と 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 存在 で ある こと 。 


マイ ナス 和 面 を 持た な い 存 在 。 
完璧 な 存在 。 

パワ ー が ある 存在 。 
超越 し た 能力 を 持つ 存在 。 
強力 な 存在 。 


それ は 、 逆 に 言え ば 、 以 下 の よ うな 事象 の 現れ で ある こ 
Bs 
人 間 の 存在 が 、 以 下 の よ うな 内 容 で ある こと 。 


マイ ナス 和 面 が 多い 存在 。 
不 完全 な 存在 。 
弱い 存在 。 


人 間 は 、 そ の 現実 に 対応 し て 、 以 下 の よ うな 欲求 を 、 抱 
Ces 

彼ら 自身 が 持つ 、 そ うし た 不良 の 側面 。 

それ ら を 、 補正 し だ いと ど 、 思う こと 。 

その た め に 、 神 の よう な 存在 を 、 欲 する こと 。 


無神論 。 

それ は 、 結 局 、 こ うし た 神 の 存在 を 、 人 否定 する こと 。 
無神論 。 

それ は ば は 。、 以 の まう が 信 き 訪 で ある こと 。 


(1 ) 

人 間 が 、 何 か に 頼ら ず に 、 彼 ら 自 身 だ け で 、 何 と か や っ 
TOMAS こと 。 

で うし よう と する 、 1125. 


(2) 

人 間 が 、 彼 ら 自 身 で 、 彼 ら 自 身 の 生存 の た め の 解 決 策 
を 、 見 つけ で 行く こと 。 

Coes Oe tras 


無神論 。 

それ は 、 上 記 の 点 に お いて 、 以 下 の 内 容 を 持つ 存在 で あ 
2 に 0 

自立 や 自助 の た め の 思 想 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 


相互 扶助 の コミ ュ ニ ティ と 、 そ の 統合 の 
シン ボル 。 


神 や 宗教 を 求め る 人 。 

そう し た 人 は 、 実 際 に は 、 以 下 の よ うな 人 の こと で あ 
の 。 
どこ か の 相互 兵助 の コミ ュ ニ ティ に 入る こと 。 
その 実現 を 、 強 く 望 むこ と 。 

そう し た 心理 的 傾向 を 、 強 く 持 つこ と 。 

ぐれ は 、 APO R 7pm ize OS es 

| 2S 7 VAT See 。 

その こと で 、 安 掌 や 安心 を 得る こと 。 

その と を 、 ま 現し じたい と 思う て と 。 

mE) |e eR 


その 実現 に よっ て 、 そ の 人 に と っ て は 、 以 下 の 効 果 が 、 
望め る こと 。 


他 の グル ー プ メン バー が 、 い ざと いう 時 、 そ の 人 自身 の 
See BT CK HBS es 


その 人 自身 が 、 い ざと いう 時 、 救 われ る こと 。 
609 ご だ 6、 eres BOOTHS L LAIST 
ける こと 。 


そう し た 相互 扶助 の コミ ュ ニ ティ 。 

その 内 容 は 、 以 下 の よ うな 場合 が 多い こと 。 
eee PE の で 
2 の と 

それ が 、 宗 教 で ある こと 。 


そう し た 、 統 合 の シン ボル 。 

その 内 実 が 、 神 の 代わ り に 、 人 偉人 で ある こと 。 

その 頻度 が 、 多 いこ と 。 

無神論 の 場合 。 

そこ で は 、 例 えば 、 人 偉人 が 、 そ の 統合 の シン ボル と な る 
ae at 


戦前 の 日 本 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 社会 で あっ た こと 。 
生身 の 人 間 が 、 そ の まま 、 神 と し て 、 扱 われ て いた こ 


me 
の 2 れ ( ま 、 以下 の よう 避 、 MAC Oye ee 
「 現 人 神 。」 


無神論 の 場合 。 

偉人 は 、 あ くま で 等 身 大 の 人 間 で ある こと 。 
佑 人 は 、 超 能力 な ど は 、 持 た な いこ と 。 
偉人 に は 、 そ れ な り に 限界 が ある こと 。 
HEA COMBA 

ぐれ は ほ 、 以 下 の よ うに 提 え られ る こと 。 

「 偉人 。 

彼 が 、 神 に な る こと 。 

それ は 、 あ り 得 な い 。」 


偉人 に も 、 欠 陥 や 限界 が 、 存 在 す る こと 。 

その た め 、 偉 人 は 、 統 合 の シン ボル と し て は 、 適 切 で は 
HUN, 

そう し た 考え が 当然 存在 する こと 。 

その 場合 。 

人 間 に と っ て の 理想 と な る 概念 。 

それ が 、 統 合 の シン ボル と な る こと 。 

例 。 

氷 遠 。 

高潔 。 

そう し た 抽象 概念 。 

eo lyfe as 

それ ら が 、 以 下 の 内 容 と し て 、 一 番 適 基 で ある こと 。 
無神論 の コミ ュ ニ ティ に お ける 、 統 合 の シン ボル 。 


人 間 に と っ て の 理想 。 

それ を 掲げ 、 そ の 実現 を 追求 する こと 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 に 、 該 当 す る こと 。 

無神論 。 

それ が 主流 の 時 代 。 

そう し た 場 に 存在 する 、 相 互 扶助 の た め の コ ミュ ニ 
TF ae 


その 理想 的 な あり 方 。 
(2014 年 4 月 初出 ) 


この 世に は 、 超 人 的 な 存在 に よる 加護 
は 、 無 いこ と 。 


無神論 。 
それ は 、 以 下 の よ うな 思想 で ある こと 。 


し 2) 
神 の よう な 直人 的 な 存在 。 


それ ら に よる 加護 。 

それ が 無い 存在 。 

圭 身 大 で ある こと 。 

小さ いこ と 。 

NG 。 

欠点 だ ら け で ある こと 。 

そう し た 存在 。 

そう し た 存在 と し て の 人 間 。 

それ を 、 そ の まま 見 つめ 、 受 け 入れ る こと 。 
そう し た 思想 。 


(2) 

KEV CDS CUR See 
SeOD7E020 の 92 イラッ だ 

それ を 、 旨 で 考え 出し て 行く こと 。 
その た め の 思 想 。 


人 間 社 会 を 動か す 存 在 。 

それ は 、 結 局 は 、 人 間 で ある こと 。 
社会 を うま く 動 か すこ と 。 

その た め に は 、 仮 想 の 存在 に は 、 頼 れ な いこ と 。 

その た め に は 、 人 間 の 知恵 だ ば け で 、 何 と か 回 すし か 無い 
SN 


に 。 

それ ら は 、 人 間 の 知恵 の 産物 で ある こと 。 

コン ピュ ー タ が 持つ 限界 。 

それ は 、 そ っ くり その まま 、 人 間 の 限界 で ある こと 。 


こう し た 事実 。 

この 世に お いて 、 以 下 の 内 容 が 、 実 在 し な いこ と 。 
超人 的 な 存在 に よる 、 加 護 。 

ENDIF BLE 

人 間 は 、 結 局 、 彼 ら 自 身 だ け で 、 何 と か する し か 無い こ 
ae 


その 人 冷 厳 な 事実 。 


それ ら を 、 人 間 が 率 衣 に 受け 入れ る こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

人 間 に よ る 、 無神論 の 受容 。 

その 本 格 的 な 開始 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 


Felt. A. RIERA TSI. 


キリ スト 教 な どの 宗教 。 

それ ら は 、 以 下 の 事 象 を 想定 する こと 。 

人 間 は 、 も と も と 上 非 を 持っ た 存在 で ある こと 。 

その 固 を 、 救 い 主 が 、 身 代わ り に な っ て 、 背 負っ た こ 
Ca 


XI IZUTRSEMSNSD. 

それ は 、 以 下 の 事象 に 、 起 因 し て いる こと 。 

人 間 が 、 生 命 で ある こと 。 

その こと は 、 言 い 換 えれ ば 、 以 下 の 内 容 に な る こと 。 
生命 は 、 皆 、 原 罪 を 育 負 っ て いる こと 。 


生命 。 

それ は 、 生 きる た め に 、 必 ず 、 以 下 の 行 為 を する こと 。 
何 か を 、 食 べ る こと 。 

何 か を 、 保 温 す る こと 。 

子作り を する こと 。 

生命 は 、 そ の た め に 、 必 ず 、 以 下 の こ と を する こと 。 
生命 は 、 そ うし た 行為 を し な い 場 合 、 生 き て いけ な いこ 
oe 


何 か 、 彼 ら 自 身 に と っ て 、 負 担 や 負荷 に な る こと 。 
1H). 


例 。 
餌 を 取る こと 。 
住 拓 を 維持 する こと 。 


で れ ば 、 生 命 に と う で 、 と で も 半 い こと で ある こと 。 


生命 は 、 快 楽に 、 ぶ けり が ち で ある こと 。 
例 。 

子作り を する 時 。 

食事 の 時 。 


命 は 、 そ うし て 、 本 業 の 労働 を 、 忘 れ が ち に な る こ 
ae 
alts < その ご こと で 、 よ り 、 生 ぎく ぐ くく な る こと 。 


生命 は 、 辛 い 負 荷 や 労働 に つい て 、 手 抜き れ を した く な る 
ae ae 

命 は 、 そ の た め に 、 以 下 の よ うな 不良 な 行為 を 、 つ い 
2 で し まう こと 。 
例 。 

ずる いこ と 。 
仲間 を 殺傷 する こと 。 


Sb た 失 き 。 

一 種 の 中 毒 。 

そう し た 辛 さ を 回 避 す る た め の 、 手 抜き や 違反 の 行為 。 
thus. 以下 の よう な 内 容 ど と し て 、 提 えら れる こと 。 
Alok a COIR. 


RAE. 

Childs. 人 人 間 寺 に ある の で は な が いき と 。 

生命 。 

それ ら は 、 皆 、 普 遍 的 に 、 原 因 を 持っ て いる こと 。 


(2014 年 4 月 初出 ) 


実証 主義 。 証 拠 主 義 。 そ れ ら に よっ て 、 
生き る こと 。 


無神論 。 

無 宗教 。 

それ ら は 、 以 下 の よ うな 内 容 の み を 、 採 用 する こと 。 
実物 の 証拠 。 

デー タ て 説明 可能 な 説明 。 

で それは 以 N の よう な 生き 方 で ある こと て 。 

実証 主義 。 

証拠 主義 。 


神 。 

人 間 は 、 そ れ に 対し て 、 以 下 の よ うな 思い を 、 抱 く 。 
「 も し も 、 そ れ が 実在 し た ら 、 そ れ は 、 私 た ち に と っ 
て 、 と て も 良い 。」 

し か し 、 そ れ は 、 あ くま で 空想 上 の 産物 で ある 。 
それ が 、 実 際 に 存在 し て いる こと 。 

その 証拠 。 

それ は 、 今 まで 、 特 に 得 ら れ て いな い 、。 


そう し た 証拠 の 無い 存在 と し て の 、 神 。 

それ を 認め な い 生 き 方 。 

そう し た 、 実 証 主義 や 、 証 拠 主 義 に 基づく 、 生 き 方 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 に 、 該 当 す る 。 
無神論 の 生き 方 。 


(2014 年 5 月 初出 ) 


創造 主 不要 論 


生命 や 人 間 の 人 造作 。 

それ ら は 、 と て も 精巧 で 良く 出来 て いる 。 

な の で 、 そ れ ら は 、 以 下 の よ うな 存在 に よ る 産物 で あ 
ae 

4D, RATS IFA. 

人 間 を 超え た 存在 。 

で の よう か な 考え 方 。 

それ は 、 以 前 か ら 、 存 在 する 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 考え へ と 、 結 び つ いて きた 。 
キリ スト 教 な どの 宗教 。 

それ ら に お ける 、 以 下 の よ うな 考え 。 

以下 の よう な 存在 を 、 予 め 想 定 す る こと 。 
創造 主 。 


そう し た 、 創 造 主 。 

その 実体 。 

それ は 、 未 だ に 、 確 認 さ れ て いな い 、。 

その 間 に 、 分 子 遺 伝 学 や 、 脳 神経 科学 が 、 進 歩 し た 。 
人 間 や 生物 の 人 造作 。 


その 仕組 み 。 
それ ら が 、 以 下 の 思 考 法 に よっ て 、 容 易 に 解明 され て し 
の 


神 や 創造 主 。 

そう し た 存在 を 、 特 に 、 前 提 と し な いこ と 。 
a ane 7 レー ルン の 

その こと が 、 次 第 に 、 分 か っ て きた 。 
神 や 創造 主 。 

それ ら の 概念 。 

それ は 、 不 要 な も の と な っ て き て いる 。 


(2014 年 5 月 初出 ) 


マル クス 主義 の 衰退 。 科学 的 唯物 論 の 信 
後 の 発展 。 


昔 は 、 人 間 社 会 に お いて 、 マ ルク ス 主 義 が 流行 し た 。 
中 国 や ロシア な どの 国々 が 、 そ の 思想 を 、 こ ぞ っ て 導入 
5 

し か し 、 そ れ は 、 あ まり 上 手 く 行か な いこ と が 、 世 明 し 
ie 

その た め 、 人 々 の 間 で は 、 一 時 の 熱 は 、 す っ か り 冷 め て 
(Se: ey for 

現状 は 、 そ の よう に 見 える 。 


マル クス 主義 。 
thud, RHE. ABEL. 
それ は 、 史 的 唯物 論 を 、 唱 えた 。 


その 理由 。 
それ は 、 以 下 の 通 り で ある 。 


キリ スト 教 な どの 宗教 指導 
その 信者 と し て の 、 王 族 や 貴族 。 
彼ら は 、 特 権 的 な 地位 を 利用 し て 、 貧 富 の 格差 を 作り 出 
ee fare 
彼ら は 、 そ の こと で 、 社 会 を 歪 ま せ て いた 。 
彼ら の 行為 。 
彼ら 自身 の 存在 。 
thd ee, AUT SIL. 
その こと が 、 社 会 的 に 、 必 要 と され た 。 


史 的 唯物 論 の 提唱 。 

その 理由 は 、 少 な く と も 、 以 下 の 内 容 で は 無い 。 
款 教 そ の も の の 理論 。 

それ が 、 根 本 的 に 、 間 違っ て いた こと 。 


中 国 や 旧 ソ 連 


それ ら の 人 社会 の 内 部 。 

マル クス 主義 。 

それ 自体 。 

それ は 、 そ こ で は 、 あ た か も 、 宗 教 の よう な 存在 に な っ 
“CONS. 

それ は 、 絶 対 無 謗 の 理論 と し て 、 信 仰 さ れ て いる 。 


唯物 論 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 か ら 、 解 放さ れる べき で ある 。 
従来 の マル クス 主義 。 


その 史 的 唯物 論 。 
それ が も た ら す 、 内 容 面 で の 制約 。 
唯物 論 。 


それ は 、 今後 、 以 下 の よ うな 「 科学 的 唯物 論 」 と し て 、 
発展 し て いく べき だ 。 

「 この世 の 存在 は 、 人 間 の 心 も 含 め て 、 全 て 、 物 質 や 、 
物 的 存在 で ある 。 

世界 の あら ゆる 存在 は 、 そ うし て 説明 で きる 。」 


(2014 年 5 月 初出 ) 


死 と 、 救 い 。 神 や 宗教 の 起源 。 


生命 や 人 間 に と っ て は 、 死 ぬこ と が 、 何 より も 怖い 。 
彼ら は 、 死 ぬ 時 、 彼 ら 自 身 を 肖 う 断末魔 を 、 芯 れる 。 
彼ら は 、 以 下 の 事 象 の 発生 を 、 滋 れる 。 
彼ら 自身 が 死ん だ 後 。 

彼ら 自身 の 存在 が 、 無 に 帰す る こと 。 

彼ら は 、 そ の こと に 対し て 、 耐 えら れ な い 。 

彼ら は 、 そ の こと に つい て 、 救 い を 求め る 。 

そう し た 直 怖 。 

そう し た 、 救 い を 求め る 心理 。 

その 内 容 は 、 例 えば 、 以 下 の 楽 曲 に お いて 、 良 く 示 され 
て いる 。 


R. シ ュ ト ラウ ス の 交響 詩 。 

「 死 と 変容 。」 

そう し た 心理 を 実感 する こと 。 

それ は 、 そ の 視聴 に よっ て 、 容 易 に 実現 可能 と な る 。 


彼ら は 、 そ の 際 に 、 以 下 の 存 在 を 、 彼 ら 自 身 の 手 で 、 予 
め 二 想 じ た 。 

彼ら は 、 そ の 存在 を 、 仮 に 設定 し た 。 

彼ら 自身 を 救っ て くれ る 存在 。 

頼れ る 存在 。 

彼ら は 、 そ れ を 、 以 下 の よ うに 、 名 付け た 。 

神 。 


別 の 解釈 。 

彼ら 自身 が 生ま れ た 時 。 

その 時 点 で 、 彼 ら 自 身 の 先 祖 が 、 以 下 の 存 在 を 、 婚 に 、 
(Rare CUTE 

彼ら 自身 の こと を 、 救 っ て くれ る 存在 。 

神 。 

その た め 、 彼 ら 自 身 も 、 そ の 存在 を 、 信 じ る こと に し 
les 


彼ら の そう し た 心理 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 に 該当 する 。 
神 や 宗教 。 

それ ら の 起源 。 

人 間 に お ける 、 彼 ら 自 身 の 死 へ の 志 怖 。 
人 間 に お ける 、 以 下 の よ うな 欲求 。 
Pld (誰か が に よっ て 、 救 わ れ た い 。』 
COLO tax Sao 

それ ら が 、 神 や 宗教 を 、 創 出し た 。 
その 点 、 人 間 は 、 本 源 的 に 、 神 や 宗教 を 、 必 要 と し て い 
る 。 


そう し た 存在 。 
彼ら 自身 を 救っ て くれ る 存在 。 


頼れ る 存在 。 

無神論 や 無 宗教 は 、 そ れ を 償 定 する 。 

神 。 

人 間 や 生物 は 、 死 の 恐怖 か ら 逃 れる た め に 、 勝 手 に 
の 存在 を 、 設 征 し た 。 

神 は 、 元 々 は 、 存 在 し な い 。 

な の で 、 以 下 の (1) MAAS. WEA (2) より も 、 内 
容 面 で 、 よ り 自 然 で ある 。 

(1) 

4 FEF SAB. 

(2) 

4 EES SAB. 


Rot, ROBSMECNETRe, MICHA CUS 
za 


その 条件 下 に お いて 、 彼 ら 自 身 が 、 死 ん だ 場合 

彼ら 自身 の 遺伝 的 な 半身 。 

それ は 、 そ の 子孫 へ と 、 問 題 無く 、 受 け 継 が れ て いる 。 
その た め 、 以 下 の 事 象 の 発生 は 、 起 こら な い 。 

彼ら 自身 が 、 無 に 帰す る こと 。 


彼ら が 、 何 か し ら 文 化 的 な 業績 を 挙げ て いる 場合 

その 条件 下 に お いて 、 彼 ら 自 身 が 、 死 ん だ 場合 。 

彼ら 自身 の 業績 は 、 後 世 の 人 々 や 生命 に よっ て 、 問 題 無 
く 、 受 け 継 が れ て いる 。 

その た め 、 以 下 の 事 象 の 発生 は 、 起 こら な い 。 

彼ら 自身 が 、 無 に 帰す る こと 。 


ee ART SOL. 

その た め に 、 人 間 に と っ て 、 予 め 用 意 す べき こと 。 
Saar 
eee nie ee: 
それ は 、 以 下 の (1) に つい て 、 以 下 の (2) を 実現 す 
Ba CH Bis 


(1) 


iChat. 

Mba TK. 

それ ら は 、 優 れ て いる 。 

それ ら は 、 後 世に 残り や すい 。 


( 2 ) 
それ ら を 、 彼 ら 自 身 の 存命 中 に 、 予 め 沢山 作っ て お く こ 
Ce 
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anita 


生命 や 人 間 。 

それ ら は 、 有 限 な 存在 で ある 。 

彼ら は 、 彼 ら 自 身 で は 、 以 下 の 内 容 を 実現 で き な い 。 
彼ら 自身 が 、 無 限 な 存在 に な る こと 。 

し か し 、 彼 ら は 、 ど うし て も 、 そ うし た 存在 に な り た 
い 。 

人 間 や 生命 。 

それ ら と 相似 の 心理 。 

それ を 持つ 存在 。 

超 能 力 を 持つ 存在 。 

無 診 で 、 無 傷 の 存在 。 

無限 な 存在 。 

そう し た 存在 を 、 仮 に 設定 する こと 。 

tiles 以下 の まう に IM と 。 

神 。 

その 導き に より 、 彼 ら 自 身 も 、 無 限 の 生命 を 得 ら れる こ 
ご 


その よう に 、 彼 ら 自 身 を 、 確 信 さ せる こと 。 
そう し た 、 心理 的 導入 の か らく り 。 


それ が 、 宗 教 で ある 。 
その か らく り を 作り 上 げた 者 。 
それ が 、 宗 教 の 教科 で ある 。 


その か らく り に 従っ て 、 以 下 の よ うに 信じ て いる 者 。 
「 私 自身 も 、 無 限 な 存在 に な る こと が 、 出来 る 。」 
それ が 、 そ の 宗教 の 信者 で ある 。 
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宗教 と セッ クス 。 


人 間 は 、 以 下 の 行 為 を 、 必 死に 実行 し て きた 。 

以下 の よう に 、 思 い 込 むこ と 。 

「 私 た ち は 、 他 の 生命 や 動物 より も 、 優 れ た 存在 で あ 
と | 

人 間 は 、 そ の 内 容 が 実現 する よう に 、 努 力 し て きた 。 


し か し 、 人 間 は 、 実 際 に は 、 以 下 の 行為 を 、 無 自覚 の う 
ち に 、 繰 り 返 し 実行 する 。 

彼ら 自身 の 遺伝 的 子孫 。 

その 生成 を 行う こと 。 

セッ クス 。 

その 予備 行為 。 

フー 

そう し た 行為 を 実行 し て いる 間 。 

普通 の 動物 並み に 、 発 情 す る こと 。 

人 間 は 、 以 下 の よ うな 存在 へ と 、 変 化す る 。 
他 の 動物 と の 間 に お ける 、 レ ベル の 違い 。 
それ が 、 特 に 、 何 も 無い こと 。 
動物 並み で ある こと 。 

そう し た 存在 。 

人 間 は 、 そ の こと を 、 ど うし て も 実感 する 。 


そこ で 、 人 間 は 、 以 下 の (1) の 行為 に つい て 、 以 下 の 
(2) の 態度 を 取る 。 


Ca) 
ee A 
A 


(2) 

0 eerie 

CAUSE. BIRTHS. 

ENE FD に 、 主 張 する こ と 

he CC. CILKTABAS, SMMC, BOX 


人 間 は 、 本 当 は 、 彼 ら 自 身 も 、 セ ックス が 大 好き で あ 

ins omc, Lote. 実行 し た く て 、 人 
LL, ARMS, SALLIE. HS. 

人 間 は 、 以 下 の よ うな 素振り を 、 こ と さら 示 そ うと す 

Oe ae, wae. 


そう し た セッ クス へ の 欲求 を 克服 する こと 。 

人 間 は 、 そ の 実現 を 、 求 道 す る 。 

それ か 出来 た 者 。 

人 間 は 、 そ うし た 他 者 を 、 神 に 近い 存在 と し て 、 尊 敬 す 
る 。 


神代 わり の 存在 。 

そう し た 存在 と し て の 、 宗 教 者 。 

彼ら は 、 以 下 の 行 為 を 、 信 者 か ら 、 求 め ら れる 。 

以下 の 状態 を 、 彼 ら 自 身 の 自制 心 に よっ て 、 実 現す る こ 
で っ 

セッ クス へ の 欲求 。 

それ を 、 何 ら か の 形 で 、 恒 常 的 に 、 乗 り 越 えて いる こ 


Cs 


無 宗教 。 

無神論 。 

そこ で は 、 以 下 の よ うな 考え に 基づい て 、 行 動 す れ ば 恨 
い 。 

上 記 と は 逆 の 考え を 、 取 る こと 。 


「 私 は 、 動 物 や 生命 より も 、 優 れ た 存在 で ある 。」 
NEA フ ドブ の 33 

そう し た 先入観 。 

款 教 の く び き 。 


人 間 が 、 そ こ か ら 解 放さ れる こと 。 

人 間 が 、 素 訪 に 、 以 下 の よ うな 欲求 を 、 解 放す る こと 。 
彼ら 自身 が 内 蔵 す る 、 セ ックス へ の 人 稚 求 。 

そう する こと で 、 人 間 が 、 よ り 素 の 人 間 の あり 方 へ と 、 
ERO だ 

以下 の よう な 図式 に Lia Geel 

「 人 間 。 

それ は 、 す な わ ち 、 生 命 そ の も の で ある 。 

無神論 は 、 そ れ ら を 実現 し て いけ ば 、 テ れ で 良い 。 


それ が 、 生 命 で ある 人 間 に と っ て 、 一 番 健全 な あり 方 で 
ある 。 


その 際 、 以 下 の こ と に 留意 する 必要 が ある 。 

セッ クス の 最 中 。 

人 間 は 、 外 敵 に 対し て 、 無 防備 に な る こと 。 

NE 69 ye, くつ CC し まう こら だ 。 

な の で 、 そ うい う 点 で は 、 人 間 に は 、 以 下 の 態 度 が 必要 


で ある 。 

セッ クス に 対し て 、 心理 的 に 湧 れ 過ぎ る こと 。 
その 抑制 。 

例 。 


彼ら 自身 の 性 欲 を 抑制 する 楽 。 


それ ら を 飲む こと 。 
その 実例 。 
ドグマ チー ル 。 
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無神論 に よっ て 、 人 間 社 会 を 上 手 く 回 す 
こと 。 機能 主義 的 な 無神論 。 


人 間 は 、 今 まで 、 以 下 の よ うに 、 考 え が ち で あっ た 。 


「 超 人 的 な 神 。 

そう し た 存在 が 、 実 在 す る こと 。 

だ か ら 、 私 た ちの 生活 は 、 正 し く 律 せら れる の だ 。 
そう し て 、 社 会 が 上 手 く 回 る の だ 。」 


実際 に は 、 以 下 の 事 象 が 発生 し て いる 。 

神 は 、 存 在 し な いこ と 。 

その こと を 前 提 と し て 、 人 間 社 会 を 、 人 間 自 身 の 手 だ け 
“Cy. 中 手 く 動か が かさ が く て は な か ならない こと 。 

それ が 、 既 に 、 毎 日 の よう に 起き て いる こと 。 


神 の 存在 を 、 仮 定 し な いこ と 。 

その 状態 で 、 以 下 の 内 容 を 実現 する こと 。 
社会 が 、 上 手 く 回 る こと 。 

人 間 は 、 そ の た め に 、 以 下 の 方 法 を 採用 する し か な い 。 
人 間 各 自 が 、 以 下 の 内 容 を 、 実 現す る こと 。 
以下 の 行為 。 

¢ Og!) IRL. 

the. MERTSI¢. 


(1) 
他 の 人 の 生存 に 役立つ よう な 、 生 産物 や 、 機 能 。 
互い に 、 そ れ ら を 、 十 分 に 供給 し 合う こと 。 


(2) 
他 者 か ら の 、 生 産物 や 機能 の 供給 。 
それ に 対し て 、 必 要 十 分 な 対価 を 、 支 払う こと 。 


上 記 の 内 容 は 、 以 下 の 考え に 該当 する 。 


人 間 や 生命 。 
それ ら の 生存 に 役立つ 働き 。 
機能 。 


そう し た 、 機 能 の 提供 。 
それ ら を 中 心 に 物事 を 考え る こと 。 
機能 主義 的 な 無神論 。 
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脳神経 科学 の 発展 と 、 宗 教 の 消失 。 


従来 の キリ スト 教 な どの 宗教 。 

そこ に お ける 、 人 間 の 霊 魂 な ど に つい て の 議論 。 
それ ら は 、 以 下 の よ うな 状態 で 、 専 ら 、 行 われ て きた 。 
人 間 の 心 を 司る 、 脳 。 

それ に 関す る 、 根 本 的 な 知識 。 

それ ら の 取得 に 関し て 、 あ まり 満足 で な い 状 態 。 


その 脳 に 関す る 、 新 た な 科学 的 知見 。 

それ ら が 、 現在 、 着 実に 蓄積 され つつ ある 。 

AMINES CC TH, 

EMS ILM4T HS. MEMO PHE. 

それ ら は 、 従 来 は 、 ブ ラッ クボ ックス だ っ た 。 
それ ら が 、 だ ん だ ん 明らか に な りつ つ あ る 。 

この 流れ は 、 今 後 、 更 に 加速 する 。 


AMIN BECO TE, 

その 実体 を 明らか に する こと 。 

その た め の 有 効 な 手段 と し て の 、 脳 神経 科学 。 

それ ら が 発展 する こと 。 

その 結果 、 以 下 の 事態 は 、 次 第 に 、 和 解消 し て いく こと 。 
従来 、 存 続 し て きた 、 以 下 の 状態 。 

人 間 の 意識 や 圭 魂 。 

それ ら の 内 容 が 、 具 体 的 証拠 に 基づか ず に 、 宗 教 家 の 願 
望 だ け に よっ て 、 語ら れ 続 ける こと 。 


人 間 や 生命 。 

それ ら の 生体 の 神秘 。 

それ ら は 、 従 来 、 以 下 の よ うに 、 吉 われ て きた 。 
神 に よる 創造 。 

その 賜物 。 

遺伝 学 や 分 子 生物 学 の 発展 。 

その 発展 に より 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 可 能 に な っ て い 
る 。 

上 記 の 神秘 。 

それ を 、 神 の 概念 を 持ち 出さ ず に 、 語 る こと 。 
それ を 、 完 全 に 、 物 質 ペ ー ス で 、 語る こと 。 
世界 は 、 そ うし た 方 向 に 向かっ て いる 。 


人 間 や 生命 。 

それ ら の 心 。 

それ ら の 意識 。 

th5 NEE. 

それ ら の 神秘 。 

従来 の 宗教 は 、 そ れ ら を 特別 視 し て きた 。 

それ ら に つい て も 、 上 記 と 同様 に 、 以 下 の 内 容 の 実現 
が 、 可 能 に な っ て いる 。 

上 記 の 神秘 。 

それ を 、 脳 神経 科学 に よっ て 、 物 質 ベ ペー ス で 、 解 明 し て 
人 KEN 


世界 は 、 そ うし た 方 向 に 向かっ て いる 。 


その 結果 、 宗 教 は 、 そ の 足場 を 失う 。 
宗教 は 、 消 失 や 消滅 の 方 向 へ と 向かう 。 


(2014 年 5 月 初出 ) 


現 人 神 。 そ れ は 、 実現 不可 能 で ある 。 


戦前 の 日 本 。 
その 社会 で は 、 天 旦 は 、 現 人 神 と し て 扱わ れ た 。 
天皇 は 、 崇 拝 の 対象 で あっ た 。 


戦後 、 以 下 の よ うな 宣言 が な され た 。 

「 大 旦 は 、 人 間 で ある 。」 

し か し 、 そ れ は 、 ア メリ カ な どの 意向 に 洛 う も の で あっ 
日 本 が 持つ 、 以 下 の よ うな 国民 性 。 

それ は 、 相 互 の 一 体感 を 偏 車 する 。 
“Caulk, FES CHS. 

“Cals. AEBSF CHS 

それ ら の 内 容 は 、 戦 前 と 変わ ら ず 、 一 貫 し て 維持 され て 
いる 。 


その た め 、 今後 の 事態 の 推移 に よっ て は 、 以 下 の 可 能 性 
の FRAO 

事態 の 例 。 

アメ リカ の 衰退 。 

天皇 が 、 再 び 、 現 人 神 と し て 、 崇 め ら れる こと 。 

人 々 が 、 そ うし た 現 人 神 を 、 崇 め る こと 。 

人 々 が 、 そ うし た 行為 を 、 国 内 の 支配 者 に よっ て 、 強 要 
きり る の と 。 

そう し た 事態 が 、 到 来 す る こと 。 


そう し た 事態 を 防止 する こと 。 
その た め に 、 以 下 の 内 容 を 実現 する 必要 が ある 。 


大 星 が 、 生 命 の 一 種 で ある こと 。 
それ は 、 猿 や イル カ な ど と 、 同 様 で ある こと 。 


その 証拠 を 、 明 ら か に し て お く こ と 。 


大 星 の 精 子 を 、 取 得する こと 。 
その 遺伝 情報 を 、 全 て 解読 する こと 。 
それ を 、 記 録 し 、 保 存 し 、 解 析 す る こと 。 


RED MOE 
その スキ ャ ン 映 像 。 
それ を 、 保 存 し 、 解 析 す る こと 。 


そう する こと で 、 以 下 の こ と を 、 科 学 的 に 証明 する こ 


と 。 
ELAS. 
それ は 、 実 現 不可 能 で ある 。」 
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脳 の スキ ャ ン ニ ング に よっ て 、 善 人 か 吉 
人 か を 半 定 で きる よう に する こと 。 


ある 人 が 善人 か 悪 人 か を 、 見 極め る こと 。 
それ は 、 外 見 か ら だ け で は 難し い 。 

見 栄 張り な 人 間 。 

上 和 辺 だ け 調 子 の 良い 態度 。 

それ を 取り た が る 人 間 。 

上 辺 を 取り 繕 っ て いる 、 ず る い 人 間 。 
そう し た 人 間 も 、 相 当 い る か ら で あ る 。 


人 間 の 脳 の 中 身 を 衣 接 スキ ャ ン す る こと 。 

そう し て 、 以 下 の 内 容 を 装 定 する こと か 出来 れ ば 
問題 は 和解 決する 。 

「 彼 は 、 善 人 か ? Rid, BAD? 彼 は 、 他 人 の 役 に 

うと し て いる 人 か ? 彼 は 、 彼 自身 の 利益 oe 
いる 人 か ? 

定期 的 こ 脳 診 断 を 受 ( (Tas と 。 

そう し て 、 以 下 の 内 容 を 、 医 者 に 指摘 し て も らい 、 治 療 
な 避け る よう に か る こと 。 


At OA CAT. 

それ は 、 改 善 し た 。 

それ に つい て は 、 以 下 の 部 分 が 、 以 下 の よ うに 、 悪く 
2 つた だ ら 


それ が 実現 する 時 。 
それ は 、 そ う 遠 く な い 哲 来 、 や っ て くる 。 


その 診断 記録 を 、 デ ー タ と し て 、 後 世 ま で 受け 継ぐ こ 
Crs 


その こと で 、 以 下 の 内 容 が 、 遺 伝 学 的 に 分 か る よう に な 
Peni 3 


「X さ ん の 血筋 の 人 。 

彼ら の 間 に は 、 善 人 が 多い 

Y さ ん の 血筋 の 人 。 

彼ら の 間 に は 、 ず る い 人 が 多い 


ある 人 が 、 善 人 か 悪人 か の どちら で あっ た か ? その 服 診 
断 の 結果 。 

それ が 、 永 久 的 に 、 後 世 ま で 残る こと 。 

それ が 実現 すれ ば 、 人 間 は 部 い こと を し な く な る 。 


その 際 に は 、 以 下 の 事 象 の 発生 に 対し て 、 対 処す る 必要 
が ある 。 


FSA, 

彼 が 、 以 下 の よ うに 振る 舞う こと 。 
彼 自 身 の 診 断 記 録 デ ー タ 。 

それ を 作造 す る こと 。 

その こと で 、 善 人 の 振り を する こと 。 


そう し た デー タ 偽 造 を チェ ッ ク す る 仕組 み 。 
そ を れ が 必要 と か る る と 。 
6 れ だ を まめ 作成 し て お く 《 こ と 。 


(2015 年 12 月 初出 ) 


権力 者 へ の 対応 。 


人 間 は 誰 で も 権力 を 持ち た が る 。 

人 間 は 、 以 下 の 人 々 を 欲し が る 。 

自分 の こと を ほめ て くれ る 人 。 
自分 に 従っ て くれ る 人 。 

対人 関係 で の 貸 同 者 や 味方 。 

自分 の 著作 物 の 内 容 に 貸 同 し て くれ る 人 。 


権力 は 、 社 会 を 動か す 上 で は どう し て も 必要 な も の で あ 
る 


し か し 、 そ れ は 、 誰 で も 持て る 訳 で は な い 。 

その リソー ス に は 限界 が ある 。 

そこ で 、 権 力 は 、 で きれ ば 、 以 下 の 人 に 任 せ た いも の で 
ある 。 

有 能 で 、 人 柄 の 良い 、 行 動力 の ある 人 。 


どの よう な 領域 で も 、 以 下 の こ と の 実現 が 必要 で ある 。 
(1) 


立 政 を 行う 人 が 、 そ う で な い 人 より も 、 後 世に 名 を 残し 
や すく する こと 。 


(2 
部 政 を 行う 可能 性 の ある 人 を 、 脳 スキ ャ ン で 定 し て 除 
外出 来る よう に する こと 。 


そう な る と 、 以 下 の こ と が 起き て くる の で は 無い だ ろう 
か 。 

以下 の 存在 に 、 権 力 が 集中 する こと 。 

脳 ス キャ ン の 結果 で 善人 悪人 の 痢 定 を 行う 人 や 機関 。 


以前 の キリ スト 教 な ど 。 

そこ で は 、 以 下 の 想定 が され て いた 。 

天国 に 行く か 地獄 に 行く か の 審 鹿 を する 者 。 
それ が 神 だ 。 

そう し た 番 間 、 装 定 を 下す 者 が 、 最 上 位 に 位 資 する 。 


ENBA ACFE. 
それ が 、 脳 神経 科学 者 に な る 可能 性 。 
それ が 、 閣 来 的 に 高い 。 


これ まで の 宗教 の 本 質 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

(1) 

WAI. HANICAMA AILS 5 ZASAH? 
(2) 

WAIC. A AMICASAAlC FB Pes 5ZAH? 


これ まで の 宗教 者 は 、 死 後 の 世 界 と いう 概念 を 採用 し て 
Fay few 
それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 想 定 する 。 


(1 ) 
有益 な 人 を 、 大 国 に 行か せる こと 。 


(2) 
有害 な 人 を 、 地 獄 に 行か せる こと 。 


それ は 、 以 下 の 内 容 の 実現 を 、 想 定 する 。 


(1) 
社会 的 に 有益 な 人 を 、 増 や すこ と 。 


(2) 
社会 的 に 有害 な 人 を 、 減 ら す こと 。 


その 役割 は 、 脳 神経 科学 者 に 行く こと に な る だ ろう 。 


ある 人 の 有益 性 や 有害 性 。 

その 大 定 を 行う 存在 と し て の 脳神経 科学 者 。 
彼ら が 、 新 た な 権力 者 と な る 可能 性 。 

それ が 高い 。 


(2013 年 12 月 初出 ) 


ずる い 人 、 小 賢 し い 人 へ の 対応 。 


FSA, 

INB LOA. 

上 手 く 立ち 回 ろう と する 人 。 

彼ら は 、 い つの 世に も 、 い る も の だ 。 


じ か し 、 SWS OUCH. 以下 の こと も 考え られ る 。 


上 手 く 立ち 回 ろう と する こと 。 

自 婦 の と は か り 考 えん て くい る こと 。 

そう し た 人 が 、 あ る こと に 秀 で て いて 有人 能 で ある 場合 。 
その 人 は 、 結 果 的 に 、 社 会 に 有益 な 結果 を も た ら す こと 
も ある 。 


以下 の 三 つ の 内 容 は 、 別 々 の 次 元 に 成り 立つ 。 


例 。 
根 は 良い 人 。 


し か し 、 失 敗 ば か り 引 き 起 こし て 、 社 会 的 に 有害 で 無能 


な 人 。 


例 。 
ずる く 、 自 己 中 心 的 な 、 良 く な い 人 。 
し か し 、 有 能 な 人 。 


Hil 


彼 は 、 社 会 を 上 手 く 回 す た め に 欠か せな い 能 力 を 、 


に 持つ 。 


こう し た 多 次 元 の 人 物 評価 や 装 定 。 


それ を 、 脳 の スキ ャ ン ニ ング に よっ て 、 行 うこ 


善人 で 、 有 能 で 、 有 益 な 人 。 

彼 の 評価 が 、 ト ッ プ に 来る こと 。 
その よう な 診断 法 。 

それ を 開発 すべ き で ある 。 


有 能 だ が 、 性 格 に 問題 の ある 人 。 
彼 の 評価 の ラン ク を 、 ダ ウン させ る こと 。 


彼 の 評価 が 、 ト ッ プ に な ら な いよ うに する こと 。 


し か し 、 彼 は 、 あ る 程度 、 社 会 的 に 評価 され る こと 。 
それ ら の こと が 実現 され れ ば 良い 。 


(2013 年 12 月 初出 ) 


遺伝 学 の 発展 と 、 無 神 論 。 


遺伝 学 が 発達 し た 。 
その こと で 、 無神論 が 受け 入れ られ る 素地 が 、 整 っ て き 
(ae 


例え ば 、 生 物 学者 の R. ド ー キ ンス が 、 無 神 論 の 書籍 を 出版 
に GUN 

それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

生物 の 創造 を 、 全 て 遺伝 子 の 働き に 帰す る こと 。 

その こと で 、 神 的 存在 を 伴わ ず に 、 生 物 や 人 間 の 誕生 を 
説明 で きる こと 。 

その 実現 。 


た だ し 、 翌 魂 の 存在 。 
その 説明 に つい て は 、 遺 伝 学 だ け で は 不足 で ある 。 
EAU. FPR EEE OE RAMEE CHS. 


(2016 年 1 月 初出 ) 


脳神経 科学 の 進展 と 友達 作り や 、 恋 愛 
や 、 結 婚 へ の 対応 。 
脳神経 科学 が 進展 する こと 。 


ぞ の こと で 以下 の こと を 検知 で きる よう に な っ る 。 
ある 人 が 、 誰 か 他 の 同性 か 異性 を 好き に な っ た こと 。 


その 人 自身 が 好き な 相手 。 

その 人 自身 が 恋 を し て いる 相手 。 

その 相手 が 、 視 界 に 現れ た 場合 

その 時 、 独 特 な 、 脳 内 の 神経 系 の 活動 が 見 られ る こと 。 
その こと を 、 相 手 に 対し て 、 無 線 に よっ て 、 伝 えら れる 
SIS Sa Ce 

そこ で 、 相 手 側 に も 同じ 反応 が 見 られ た 場合 

互い に 記 人 候補 で 有力 だ と いう こと が 分 か る こと 。 
それ ら が 実現 する 。 


互い に 相手 の 許可 を 得 て 、 脳 の スキ ャ ン ニ ング を 実施 す 
し 

その こと で 、 互 い の 価値 観 な ど を 、 脳 を スキ ャ ン し た 映 
像 か ら 分 析 し て 、 検 証する こと 。 

そう し て 、 互 い に 、 彼 ら 自 身 に 合っ た 恋愛 や 結婚 の 相手 
で ある か どう か を 、 詳 細 に 装 断 で きる こと 。 

その 実現 。 

それ も 、 可 能 に な る 。 


そう する こと で 、 離 婚 も 減ら せる 。 
これ は 、 友 達 作 り に も 応用 可能 で ある 。 
(2016 年 1 月 初出 ) 


人 間 は 、 結 局 は 、 猿 で あり 、 動 物 の 一 種 
CHD. 


人 間 は 、 ど ん な に 崇高 な こと を 主張 し て も 、 結 局 は 、 猿 
の 一 種 で ある 。 
人 間 は 、 動 物 並 み の 存 在 で ある 。 


RAG!) 。 
縄張り 争い 。 


権力 の 獲得 。 
弱者 の 蹴 落 と し 。 
セッ クス 相手 の 春 い 合い 。 


人 間 は 、 そ れ ら に 余念 が 無い 。 


人 間 に は 救い は 無い 。 

人 間 は 、 死 後 、 単 に 脳 活動 が 終わ る だ け で 、 何 も 起こ ら 
な い 。 

魂 の 昇 大 。 

“CIV dO) FIL 


彼ら 自身 の 存命 中 に 、 お 金 を 貯め る こと 。 
彼ら 自身 の 心 が 綺 麗 な こと を 、 脳 スキ ャ ン で 実証 する こ 


ie 

彼ら 自身 の 精子 や 卵子 。 

それ ら の 遺伝 子 を 、 分 析 し 、 保 存する こと 。 
ANE, そう し て 、 自力 で 救 わ れ な いと いけ な い 。 


(2016 年 1 月 初出 ) 


人 工 装 交 が 、 神 に な る こと 。 


脳神経 科学 の 発達 。 

それ に より 、 近 い 閣 来 、 以 下 の 機械 や 装 交 が 出 て くる 。 
人 間 が 頭 の 中 で 考え て いる 言葉 。 

内 声 。 

それ を 文字 に 起こ し て 、 外 部 出力 する デバ イス 。 

その 機械 。 

ORE. 

“53 LENEMFHO LORE. 

それ を 頭 に 装着 する こと 。 

その こと で 、 人 間 は 、 彼 ら 自 身 の 思 考 が 、 全 て 表沙汰 に 


な る 。 


装 首 を 装着 し た 人 間 。 
仮に 、 彼 ら が 、 少 し で も 部 い 考え が 出し た 、 と する 。 
する と 、 そ の こと は 、 た ち ま ち 周 囲 に 串 見 する 。 


そう する こと で 、 皆 、 良 い 考 え し か 持て な く な る 。 
装着 し た 人 間 は 、 人 否 が 応 で も 、 良 い 人 に な ら ざ る を 得 な 
Ls, 


APM+Fit= LE. 

それ は 、 趣 人 を 存在 で き な く する 。 
それ は 、 究 極 の 存在 で ある 。 

人 工 装 首 が 、 神 に な る 。 


そこ で は 、 キ リス ト 教 な どの 宗教 が 無く て も 、 以 下 の 世 
界 を 、 実 現 で きる 。 

善意 と 愛 に 滴 れ た 世界 。 

人 間 の 内 声 は 、 そ の まま 肉声 に 出る 。 

人 間 に 肉 声 を 出さ せ て 、 内 声 と 照合 する こと 。 

それ に より 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 可 能 に な る 。 
EDUWORE. 

それ ら を 排除 する こと 。 

権力 者 の 悪 式 な 内 心 な ど が 、 全 て 足 わ に な る 。 


一 方 、 そ れ は 、 以 下 の 症状 と 似 た 感じ に な る 。 
統合 失調 症 患者 の 陽性 症状 。 


統合 失調 症 に 慌 患 し て いな い 健 常 者 。 
彼ら が 統合 失調 症 の 世界 を 体験 する こと 。 


上 記 の 装 毅 は 、 そ の た め に 役に立つ 。 
(2016 年 10 月 初出 ) 


ee 、 人 生 観 。 無 神 論 と の 


人 は 生き 物 で ある 。 
人 は 、 変 転 す る 厳し い 環 境 の 中 、 何 と か 生き 残っ て 、 増 
殖 す る 必要 が ある 。 


受 化 する 環境 の 中 で 生き 残る こと 。 

その 実現 。 

その た め に 、 人 は 、 以 下 の 内 容 を 、 そ の 都度 入手 する 必 
要 が ある 。 


命 と し て 生き 残る こと 。 

それ に 役立つ 働き や 効果 。 
生命 の 維持 や 繁殖 に 役立つ 働き 。 
機能 。 


生物 の 本 質 。 
生き 延び た いと いう 、 生 へ の 衝動 。 
それ と 、 機 能 と は 、 密 接 に 結び つい て いる 。 


人 は 、 一 人 で は 生き られ な い 。 


人 は 、 一 人 だ け で は 、 以 下 の 内 容 は 賭 え な い 。 
環境 適応 に 必要 な 、 全 て の 働き 。 
全て の 機能 。 


人 は 、 一 人 だ け で は 、 以 下 の 実 現 は 難し い 。 
衣食 住 に 必要 な 働き 。 

機能 。 

それ ら を 、 自 前 で 、 十 分 に 用 意 す る こと 。 


例 。 


絶海 の 孤島 に 一 人 取り 残さ れ た 人 。 
彼 は 、 こ れ か ら ど う 暮 らし て いけ ば よい か 、 館 方 に 暮れ 
る 。 


そこ で は 、 以 下 の 人 々 と の 共同 、 協 力 が どう し て も 必要 
で ある 。 

環境 適応 に 必要 な 他 の 働き 。 

他 の 機能 。 

それ ら を 持つ 人 。 


人 は 、 他 の 人 か ら 、 機 能 を 融通 し て も ら う 必要 が ある 。 


個人 の 、 完 全 な 自主 独立 。 

個人 の 、 外 部 社会 か ら の 、 完 全 な 引き こも り 。 
それ ら は 不可 能 で ある 。 

人 間 は 、 相 互 依存 、 互 助 の 生き 物 で ある 。 


環境 適応 に 有効 な 機能 。 
それ ら を 、 互 い に 他人 に 提供 し 合っ て 生き る こと 。 
それ が 、 機 能 主 義 的 な 生き 方 の 基本 で ある 。 


人 は 、 本 来 、 他 人 の 役に立た な いと 、 以 下 の 内 容 は 実現 
90 

その 人 自身 が 必要 と し て いる 機能 を 、 他 人 か ら 、 返 礼 と 
[Carat 

人 は 、 互 助 的 な 生き 物 で ある 。 

一 方 的 な 持ち 出し は 、 不 平等 な 搾取 で ある 。 

それ は 、 許 され な い 。 


人 が 生き て いく に は 、 以 下 の 実 現 が 不可 欠 で ある 。 

他 の 人 の 役に立つ 働き を する こと 。 

他 の 人 に と っ て 環境 適応 に 有効 な 働き を 提供 する こと 。 
これ が 、 労 働 で ある 。 


他人 の 役に立つ こと 。 


人 助け を する こと 。 
それ が 、 人 が 生き て いく た め の 条 件 で ある 。 


人 は 、 他 人 の 役に立た な いと 、 返 礼 の 物資 、 お 金 が 貰え 
た UN 

そう で な い 人 は 、 生 活 で き な い 。 

それ が 、 人 間 社 会 の 原則 で ある 。 

他人 の 役 に 十 分 立っ て いる の に 、 貧 し く て 生活 で き な い 
As 

て そういう 人 えがい る こ で て 。 

CHa do WU 

他人 の 役 に 全然 立っ て いな い の に 、 ぜ いた く な 暮らし が 
“CASA. 

そう いう 人 々 が いる こと 。 

それ は 、 社 会 の あり 方 が 間違っ て いる 。 


人 は 、 他 人 の 役に立つ 

その こと で 、 人 は 、 他 人 か ら 存 在 を 議 め られ る 。 
人 は 、 他 人 か ら 返 し の 援助 を 受け や すく な る 。 
その 結果 、 人 は 、 生 き 延 び や す く な る 。 


人 間 は 、 誰 で も 、 以 下 の (1) を 体験 する と 、 以 下 の 
2 ) の 状態 に な る 。 


(1) 

他人 の 役に立つ こと 。 

Oa Cc Ce 他人 が らら 、 以 FE の まう に 言わ れる こと 。 
「 あり が と う 「! 」 


(2) 

彼 自身 が 良い こと を し た と 感じ る こと 。 

その こと で 、 彼 自身 の 気持 ち が 良 く な る こと 。 
そう し た 状態 。 


これ は 、 人 類 に 共通 し た 心理 で ある 。 


それ は 、 人 間 の 神経 償 の 根幹 を 占め て いる 


(IM 
凡人 が つや た 。 

他人 の 役に立つ こと 。 

それ を 快感 と 見 な す 神 経 回 路 。 

こう し た 感覚 は 、 人 間 が 生き 延び て いく 上 で 、 遺 伝 的 、 

本 能 的 な 根拠 を 持つ 。 


他人 の た め に な る こと を する こと 。 

その こと で 、 他 人 の 返し の 援助 を 得 や すく する こと 。 
そう する こと で 、 彼 自身 を 生き 延び や すく する こと 。 
それ が 、 以 下 の 生 き 方 で ある 。 

受 転 する 環境 の 中 で うま く 立 ち 回 る こと の 出来 る 生き 
Five 

賢い 生き 方 。 


必要 な 時 に 必要 な 機能 を 手 に 入れ る こと が で きる こと 。 
それ が 、 人 間 が 生き て いく た め の 条 件 で ある 。 

常 日 頃 、 他 人 に 必要 な 機能 を 、 他 人 が 必要 と する タイ ミ 
YT CE CS Sle: 

それ が 、 以 下 を 実現 する 極意 で ある 。 

他人 か ら 、 返 し の 機能 を 確実 に 手 に 入れ や すく する こ 
Cos 


人 間 が 、 彼 自身 の 居場所 に お いて 、 物 資 に 恵まれ 、 豊 か 
に な る 条件 。 

それ は 、 以 下 の 実 現 が 第 一 で ある 。 

彼 自 身 と 他人 に 役立つ 機能 を 提供 する こと 。 

彼 自身 と 他人 に 役立つ 機能 

それ ら を 質量 面 で 多く 提供 する こと .。 
eee 更に 、 彼 自身 と 他人 の 役に立つ こ 


し て 、 返 礼 と し て の 物資 を より 多く 貰え 
そう し て 、 よ り 生 き 延 び や す く な る こと 。 
th, BKNETCHS. 


. 


株 式 や 原油 、 貴 金属 と か へ の 投機 。 

それ で 金儲け を し て 豊か に な ろう と する こと 。 

そう いう 生き 方 。 

それ は 、 極 力 避 ける べき 生き 方 で ある 。 

な ぜ な ら 、 そ れ ら の 行為 自体 、 何 ら 、 以 下 の 内 容 を 生み 
出さ な いか ら で あ る 。 

人 々 に と っ て 役に立つ 、 有 益 な 機能 

人 間 は 、 以 下 の 内 容 を 実行 すべ き で ある 。 

人 々 の 役に立つ 、 製 品 や サー ビス 提供 。 

それ に 結び つく 仕事 。 


人 間 に は 、 以 下 の 生活 が 、 望 まし い 。 

環境 適応 に 有効 な 機能 。 

それ を 、 互 い に 、 他 人 に 提供 し 合っ て 生き る こと 。 
個人 単位 問 で の 、 機 有 E の 輸出 、 輸 入 。 

で れ を 行う こと 。 


彼 自 身 の 生 成 し た 、 有 効 な 機能 を 、 他 者 に 対し て 、 で き 
る だ け よ く 提 供し 、 輸 出す る こと 。 

それ が 、 彼 自身 の コピ ー や アウ トブ プッ ト を 、 よ り 増 殖 さ 
せ 、 筐 殖 さ せる こと に つなが る 。 

それ は 、 結 局 は 、 彼 自身 の た め に な る 。 


輸出 入 に お いて 、 輸 出 超過 に な る こ 6 

それ は 、 人 に 黄 うう より 、 五 える 方 が 多い こと 。 
生存 力 に 余裕 が あり 、 CE CU SEEM CS. 
それ は 、 よ いこ と で ある 。 


輸出 入 に お いて 、 輸 入 超 過 に な る こと 。 
それ は 、 他 人 の お 荷物 に な っ て いる 証拠 で ある 。 
人 々 は 、 そ の 状態 か ら 早 く 抜 け 出 す 必 要 が ある 。 


彼ら 自身 が 他人 に 対し て 提供 で きる 有効 な 機能 は 何 か ? 
人 々 は 、 日 夜 、 そ れ を 絶え ず 考 え 、 生 み 出 し て 行く 必要 


が ある 。 


本 来 、 各 人 に と っ て 、 機 能 の 出入 り は 、 資 金 の 出入 り と 
同じ で ある 。 

それ は 、 最 低 限 収支 と ん と ん か 、 望 まし く は 、 輸 出 超過 
や 、 黒 字 に な る 必要 が ある 。 

な ぜ な ら 、 不 意 の 事故 な ど で 、 機 能 を 生み 出せ な い 体 に 
が らし まう こ だ 。 

そし て 、 輸 入 超 過 の 状態 に な る こと 。 

そう し た 可能 性 が ある 。 

そう な っ た 時 に 、 以 下 の 方 法 で 食い つなぐ 必要 が ある か 
ら で あ る 。 

手持 ちの 既存 の 黒字 分 や 、 預 金 の 消化 。 


人 々 が 、 彼 ら 自 身 の 機能 を 、 輸 出 超過 や 、 暑 字 に する こ 
2 


その た め に は 、 人 々 は 、 絶 え ず 、 他 人 が 必要 と する 機能 
を 提供 し 続け る 必要 が ある 。 


他人 に 有効 な 機能 を 出さ ず に 、 他 人 か ら 貰 っ て ば か り の 
場合 。 

機能 の 輸出 入 の 収支 は き 、 赤 字 に な っ て し まう 。 

人 は 、 こ うし た 一 方 的 な 機能 の 提供 を 好ま な い 。 

人 は 、 互 助 的 な 生き 物 で ある 。 

機能 の 収支 の 赤字 の 持続 。 

それ は 、 結 局 そ の 人 が 生き て 行け な く な る こと に つなが 
る 。 


他人 に 有効 な 機能 を 提供 し な い 生 活 。 

他人 か ら 機 能 を た だ 受け 取り 、 春 うだ け の 生活 。 

そう し た 生活 を する 人 は 、 略 礁 者 で ある 。 

彼ら は 、 人 々 の 機能 提供 の 相互 助け 合い 、 融 通 を 衣 す 。 
彼ら は 、 人 々 が 生き に くい 社会 を 作り 出す 。 

これ は 、 林 力 排除 し な けれ ば いけ な い 。 


他人 の 役 に 何ら 立っ て いな い の に 、 リ ッ チ な 生活 を する 


a aca 

thls. dere. SEBXCAC CHS. 

それ は 、 病 的 で ある 。 

一 方 、 他 人 の 役 に た くさ ん 立っ て いる の に 、 生 活 が 苦し 
い 人 。 

その 存在 も 問題 で ある 。 

こう し た 状態 の 人 が 発生 し な いよ うに 、 以 下 の よ うに 社 
会 を コン トロ ー ル すべ き で ある 。 

他人 の 役 に た くさ ん 立っ て いる 人 が リッ チ な 生活 を 送れ 
aan ame 

役に立た な い 人 は と りあ え ず 最低 限 の 生活 が で きる よう 
に に 人 に 8。 


人 の 役に立た な いと 、 生 活 で き な い 、 お 人 金 は 貰え な いと 
MNO ここ だ 5 
それ が 、 一 大 原則 で ある 。 


以下 の (1) を 実行 し な いと 、 以 下 の (2) を 実現 で き 
な い 社 会 。 


(1) 
人 が 生存 し て いく の に 有効 な 機能 。 
それ を 提供 する こと 。 


(2) 

提供 し た 機能 に 対す る 返礼 の 物資 。 
それ を 貰い 、 革 積 する こと 。 

その 結 条 、 生 き て いけ る こと 。 


そう し た 社会 が 、 本 来 あ る べき 社会 の 変 で ある 。 
社会 は 、、 そ うい う 節 に 保つ べき で ある 。 

「 働か ざる 者 、 食 うべ か ら ず 。」 

そう し た 精神 が 必要 で ある 。 


他人 と 機能 の や り と り を する 場合 。 
相手 側が 、 彼 自身 の 欲す る 機能 を その まま 持っ て いる こ 


Cu 
それ は 、 稀 で ある 。 


他人 と 機能 の や り と り 、 交 換 。 

それ を 円 滑 に する に は 、 貨 幣 、 お 金 が 必要 で ある 。 
それ は 、 互 い の 交 換 す る 機能 の 価値 を 、 共 通 の 尺度 で 数 
値 化 し た も の で ある 。 


人 は 、 お 金 が あれ ば ある ほど 、 必 要 な 機能 を 手 に 入れ や 
すく な る 。 

el Ce Ald より 生存 し や まく が る 。 

それ は 、 確 か に 、 事 実 で ある 。 


お 金 さ え 儲 か れ ば よい 。 

お 金 が 全て 。 

Cae A 

€EAULER") CHD. 

大 切な の は 、 お 人 金 そ れ 自 体 で は 無い 。 

大 切な の は 、 お 人 金 と 交換 で 手 に 入れ る 機能 の 方 で ある 。 
例え 、 人 が 、 お 金 を いく ら 持 っ て いて も 、 い ざと 言う 時 
に 、 必 要 な 機能 と 交換 し て も ら え な いと 、 何 に も な ら な 
い 。 

それ は 、 衣 食 住 に 必要 な 働き で ある 。 


人 が 機能 不足 で 困っ て いる 時 に 、 機 能 を 融通 し て くれ る 
相手 。 

それ は 、 常 日 頃 、 彼 自身 が 親切 に 、 協 力 し 、 相 互 援助 し 
て いた 相手 や 友人 で ある こと 。 

その こと が 多い 。 

そう いう 点 で 、 友 人 の 存在 は 、 不 時 の 機能 の 獲得 に と っ 
て 、 不 可 欠 で ある 。 

持つ べき も の は お 金 で は な く 、 友 達 で ある 。 


一 般 に 、 ビ ジネス は 、 以 下 の 内 容 と みな され る 。 
相手 に 機能 を 提供 する こと 。 
そし て 、 そ の 分 の 対価 を きっ ちり 貰う こと 。 


そし て 、 利 益 を 得る 、 儲 ける も の 。 
他人 か ら 対 価 を な る べく 多く 巻き 上 げ て 、 金 持ち に な る 


ce 

それ が 自己 目的 化し て し まう 人 。 

そう し た 人 が が 多い 。 

他人 に 対し て 提供 する 機能 その も の に 目 が 行か な いこ 
ae 

機能 提供 の 対価 と し て 支払 われ る お 金 に 目 が 行っ て し ま 
oe a 

その た め 、 目 先 の 利益 確定 に 目 が 囚われ る こと 。 

そう し て 、 以 下 の 内 容 の 実現 が 、 お ろ そ か に な る こと 。 
彼 自 身 が 提供 する 機能 。 

それ ら の 品質 の 確保 や 、 向 上 。 

それ ら が 発生 する 。 

儲かる な ら 、 低 品質 の 機能 で 構わ か いと する 見 方 。 

ぞ れ が 応 ま る ご と に か っ つて も し まう 。 


人 々 の 間 に 行 き 交 う 機 能 の 品質 。 
それ が 低下 する 。 

人 々 の 環境 適応 の 水準 。 

それ は 低く な る 。 

人 々 は より 生き 延び に くく な る 。 
[tld ま ずい こと CHS. 


そこ で 必要 な の は 、 見 方 、 ス タン ス を 変え る こと で あ 
る 。 


人 の 役に立つ こと 。 

人 々 の 環境 適応 水準 を 向上 させ る こと 。 
それ ら に 資す る 、 よ り よ い 機 能 。 

それ を 周囲 に 向け て 生み 出し て いく こと 。 
それ を 実行 し よう と する 心構え 。 
the, ETM CHOI Ye CHS. 


その 心構え が 、 日常 の 仕事 の 中 で 、 以 下 の 内 容 を 生み 出 


す 原 動力 に な る 。 

人 々 が より 生き 延び や すく な る の に 役立つ 、 新 た な アイ 
FIs 

thd. MreWEL RAF YY AICB*TS. 

そう し た ビジ ネス を 推進 する こと 。 

人 々 は 、 そ れ で 、 以 下 の (1) と 、 以 下 の (2) を 同時 
に 実現 可能 で ある 。 


(1) 
周囲 の 人 々 の 生活 水準 を 向上 させ る こと 。 


(2) 
彼ら 自身 も 、 周 囲 の 人 々 か ら 対 価 を 貰う こと 。 
そう し て 、 金 持ち に な り 、 豊 か に な る こと 。 


金儲け に は 、 こ ちら の 考え 方 の 方 が 重要 で ある 。 

その 人 は 、 単 な る 金 の 亡者 の よう に 、 周 囲 の 人 々 か ら 一 
方 的 に 金 を 巻き 上 げ る の で は な い 、。 

その 人 は 、 他 人 の 役に立っ た 上 で 儲け て いる 

な の で 、 彼 は 、 他 人 か ら は 、 以 下 の よ うに 、 称 人 賛 を 受け 
Ds 

「 あ り が とう 。 

助かっ た 。」 

彼 は 、 周 囲 や 社会 に 受け 入れ られ る 。 

そう し て 、 彼 は 、 な お か つ 、 金 持ち に な れる 。 

彼 は 、 ま た 、 以 下 を 実現 で き る 。 

周囲 の 人 々 の 頭 に 、 彼 ら 自 身 を 、 プ ラス の 価値 ある も の 
と MC be だ 。 

彼ら 自身 の 文化 的 子孫 を 、 周 囲 の 人 々 の 頭 の 問 に 残す こ 
ae 

上 記 の 考え 方 は 、 こ れ ら の 実現 に も つなが る 。 


他人 の 役に立つ こと 。 
それ は 、 以 下 の 効 果 も 持つ 。 
自分 の 分 身 を 他人 の 間 に 広 めやす く な る 効果 。 


人 間 は 生き 物 で ある 。 
な の で 、 人 間 は 、 絶 え ず 、 自 己 増殖 を 図 ろ うと する 。 


Kis. 以下 の (1) に つい て 、 以 の O' (2) を 実現 し よ 
うと する 。 


(1 ) 
彼 自 身 の ア ウト ブッ ト 。 
彼 自身 の 分 身 。 


(2) 

彼 自身 の 生き た 証 と する こと 。 

で きる だ けけ 長く 残す こと 。 

で きる だ け 、 広 範囲 に 広め る こと 。 


これ が 実現 し た 場合 
人 生 は 成功 で ある 。 


一 方 、 彼 自身 の アウ トブ プッ ト が か が 途 紙 え 、 広 ま ら ず に 消滅 
し た 場合 
人 生 は 失敗 で ある 。 


//// 

成功 し た 人 生 。 

彼 自 身 と その 分 身 の 、 外 部 世界 へ の 拡大 や 増殖 。 
それ を うま く 果 た し た 人 生 。 


失敗 し た 人 生 。 
彼 自身 と その 分 身 の 拡大 や 増殖 。 
に 失敗 し た 人 生 。 


// 
た だ し 、 こ の 人 生 の 成功 と 失敗 は 、 長 い 目 で 見 な いと 分 
か ら な い 。 


場合 に よっ て は 、 以 下 の こ と が 起き る 。 


(1) 
AADHMATETC. EOWMAD SHEA NC. AACA 
て 世界 中 に 広まる こと 。 


(2) 

本 人 が 生き て いる 間 は 、 成 功 者 と し て 恵まれ た 人 生 を 送 
ATER Ge 
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各 人 が 生成 する 機能 。 

それ も 、 そ の 人 に と っ て は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
彼 自 身 の 分 身 。 

彼 自 身 の コ ピー。 

彼 自身 の 生き た 証 。 


各 人 が 生成 する 機能 を 、 彼 自身 の 分 身 や 、 彼 自身 の 生き 
eal ily Cy 0 の 2 
それ に は 、 以 下 を 実現 する 必要 が ある 。 


(1) 
BaAmEMICT SO“. 
質 を で きる だ け 高 め る こと 。 


(2) 
量 を 最大 化す る こと 。 
で きる だ け 広 範囲 に 広め る こと 。 


こう し た 意図 か ら 良 質 の 機能 が た くさ ん 社会 に 出回る こ 
と 
それ が 、 以 下 の 実 現に つなが る 。 

人 々 を 社会 の 中 で 生き や すく する こと 。 


彼 自 身 の 生成 し た 機能 。 
それ を で きる だ け 長 生き させ よう 、 広 め よ うと する 欲 
求 。 


それ は 、 生 物 と し て 自己 増殖 し よう と する 欲求 で ある 。 
それ は 、 極 め て 利 叫 的 な 自分 勝手 な 欲求 で ある 。 

し か し 、 そ の 利己 性 が 、 結 果 的 に 、 以 下 を も た ら す 。 
社会 ( 流通 する 機能 の 質量 の 向上 。 

社会 の 発展 に 真 献 する こと 。 


他人 の 役に立つ こと 。 

他人 に 対し て 有益 な 機能 を 提供 し 続け る こと 。 

それ が 、 彼 自身 の アウ トブ ッ ト や コピ ー を 他人 の も と に 
広め る 自己 増殖 に つなが る 。 

それ は 、 結 局 は 、 生 き 物 と し て の 成功 に つなが る 。 
他人 の 役に立つ こと 。 

それ は 、 結 局 は 、 彼 自身 の た め に な る 。 


他人 に 必要 と され る こと 。 
他人 に と っ て 必要 な 機能 を 提供 で きる こと 。 
それ が 、 人 間 に と っ て の 生き が いで ある 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 


(1) 

他人 に 対し て 、 必 要 な 機能 を 提供 で きる こと 。 
それ で 、 対 価 が 得 ら れる こと 。 

その 対価 で 、 以 下 の 内 容 を 手 に 入れ る こと が で きる こ 
ae 

彼 自身 が 生き 延び て いく 上 て で 必要 な 物資 。 

その 結果 、 よ り 生 き 延 び や す く な る こと 。 


(2) 

他人 、 周 囲 へ と 、 彼 自身 の 分 身 で ある 自作 の 製品 の コ 
ピー を 広め る 機会 が 増え る こと 。 

その 結果 、 自 己 増殖 に つなが る こと 。 


他人 に 、 必 要 な 機能 を 提供 で き な い こと 。 
他人 か ら 不 要 、 お 荷物 と 見 な され る こと 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 に な る 。 
生き て いく 価値 が 無い こと 。 


存在 価値 が 無い こと 。 
人 生 の 失敗 。 


人 間 が 、 仕 事 で 給 稼 ぎ に 一 生 惑 命 に な る こと 。 

それ は 、 人 が 、 単 に 、 彼 自身 の 生活 を 豊か に し た いと い 
う 97 け で は な い 。 

人 は 、 そ の 過程 で 、 以 下 の 内 容 を 、 人 生 目 標 に する か ら 
で ある 。 


( 1 a 
いか に 、 他 人 に 必要 と され る 、 価 値 あ る 人 間 と な る か ? 


(2 ie 
いか に 、 他 人 に 必要 な 機能 を て き ば き 提 供 で きる 、 有 能 
な 人 間 と みな され る か ? 


(3) 
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それ ら に 、 そ の 人 の 人 生 の 成功 が か か っ て いる か ら で あ 
Ds 

その 人 の 有 能 

それ が 後世 まで 語 り 継 が れ た 場合 

彼 は 、 歴 史上 の 人 物 と し て 、 彼 自身 の 存在 を 、 死 後 も 
ずっ と 人 々 の 間 に 広 め る こと か 出来 る 。 

彼 は 、 文 化 的 な 自己 増殖 に 成功 し た こと に な る 。 


高い 機能 提供 能力 を 持っ て いる 有 能 者 。 

その よう に 見 な され る こと 。 

それ は 、 以 下 の よ うな 周囲 の 評価 に つなが る 。 

我々 は 、 あ の 人 に は 、 生 き て いて 貰わ な いと 困る 。」 


我々 に は 、 あ の 人 の 存在 が 、 必 要 だ 。」 





我々 は 、 あ の 人 が いる と 、 助 か る 


TARAS. あの 人 を 、 パ ッ ク ア ッ ン 、 サ ポー ト し まう 。 
そう し て 、 彼 に 、 そ の 持て る 能力 を 、 十 分 発揮 し て も ら 
お うっ.』 


うし 評価 。 

それ は 、 以 下 の 実 現に つなが る 。 

彼 自身 が 生き て いく 上 で の 必要 な 援助 や サポ ー ト 。 
それ を 周囲 か ら よ り 得 や すく な る こと 。 

より 生き 延び や すく な る こと 。 


それ は また 、 以 下 の 実 現に つなが る 。 

より よい 機能 提供 。 

その た め に は どう すれ ば よい か 、 人 より 物事 が よく 見 え 
On 

社会 や 組織 で 高い 指導 的 な 地位 を 約束 され る こと 。 
周囲 の 人 た ち を 、 彼 自身 の 言う こと を 聞く 分 身 、 部 下 と 
LCE ie 

それ が 可能 に な る こと 。 

その 点 、 周 囲 に 彼 自身 の 教え が 広まり や すく な る こと 。 
そう し て 、 自 己 増殖 に 成功 する こと 。 


人 が 周囲 か ら 訟 め ら れる と 喜ぶ こと 。 

それ は 、 本 商 的 に は 、 以 下 の よ うな 有 能 感 を 持て る か ら 
で ある 。 

「 私 は 、 他 人 に 必要 と され た 。 

私 は 、 他 人 の 役に立っ た 。」 

その 有 能 

それ は 、 以 下 の 実 現に つなが る 。 

彼 自 身 を 生き 延び や すく する こと 。 


機能 主義 者 の 人 生 訓 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 に な る 。 


他人 に 必要 と され る 人 間 。 


プラ ス の 価値 の ある 人 間 。 
そう し た 人 間 に な りな さい 。」 


「 他人 に 必要 な 機能 。 

それ を 提供 で きる 人 間 。 

有 能 な 人 間 。 

そう し た 人 間 に な りな さい 。」 


人 は 、 死 後天 国 に 行く た め に 、 善 行 を し よう と する 。 
し か し 、 本 来 、 善 行い 、 そ うい う も の で は な い 。 
善行 は 、 社 会 を 、 彼 自身 や 他人 に と っ て 生き や すく する 
た め に 行う も の で ある 。 

社会 が 生き や すく な る こと 。 

その こと で 、 人 が 、 以 下 を 図り や すく する こと 。 
生物 と し て の 自己 保存 、 自 己 増殖 。 

それ が 、 善 行 の 効果 で ある 。 

善行 は 、 天 国 の 存在 な ど 仮定 し な く て も 、 生 き 物 と し て 
の 人 間 に と っ て は 、 行 うべ き 根 拠 が 十分 ある 。 


善行 や 隣人 愛 。 

その 動機 。 

それ は 、 以 下 の 内 容 で も 、 全 然 構わ な い 。 
自己 保存 や 自己 増殖 。 

それ ら を 有利 に し よう と する 自己 中 心 的 な も の 。 
善行 は 、 彼 自身 の 利益 の た め に 行う も の で ある 。 
それ は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 

「 情け は 人 の た め な ら ず 。 

彼 自 身 の た めで ある 。」 

その 動機 が 自己 中 心 的 で も 、 結 果 と し て 、 以 下 の 内 容 に 
つなが れ ば 、 そ れ で 良い 。 

人 間 が 相互 に 生き 延び や すく な る こと 。 


彼 自身 を 無 に する こと 。 
彼 自 身 を 犠牲 に する こと 。 
そう し て 、 他 人 の た め に 尽く そう と する こと 。 


その よう に 、 わ ざわ さ ざ 昔 聞 する こと 。 

それ は 全然 必要 無い 。 

COWS Is 

それ は 生き 物 と し て 不 自然 で ある 。 

善行 者 は 、「 偽 矢 者 」 で 全然 構わ な い 。 

= 

それ は 、 機 能 主義 の 観点 か ら は 、 以 下 の 内 容 で ある 。 
互い に 相手 の 役 に 立 と うと する こと 。 

それ は 、 第 一 に 彼ら 自身 の 生活 維持 の た めで ある 。 
それ は 、 天 国 に 行く た め の も の で は な い 、。 

困っ て いる 人 へ の 共感 。 

「 そ うし た 事態 は 、 明 日 は 、 我 が 身 に 起き る か も 知れ な 
Ms 

それ に 伴う 、 解 決 策 の 提示 や 実行 。 

それ が 、 以 下 の 中 身 で ある 。 

機能 主義 的 な 愛 。 


彼 自 身 や 他人 の 役に立つ 機能 。 

それ を 十分 提供 で きる よう に な る こと 。 
それ に は 、 以 下 が 必 要 で ある 。 

それ な り の 情報 や ノウ ハウ 。 

その 取 符 。 

t(NFE. 


人 間 に と っ て 教育 が な ぜ 必 要 か ? それ は 、 以 下 の 理由 で 
ある 。 

人 間 が 、 以 下 の 能力 を 身 に 付け る た め 。 

彼 自 身 が 生き て いく た め に 必要 な 機能 生成 能力 。 


人 間 が 、 他 人 の 役 に 十 分 立つ だ け の 機能 を 提供 で きる 能 
ae 


彼 自身 や 他人 の 環境 適応 の 役に立た な い 勉 強 。 
それ は 、 し て も 仕方 が な いし 、 意 味 が な い 。 


育 を 、 人 間 を 能力 面 で ヽ 、 る い 分 け す る た め の 道 具 と し 
SS 

それ は 、 本 来 の 用 法 か ら す れ ば 間違い で ある 。 

育 の 本 来 の 用 法 。 

それ は 、 以 下 の も の で ある 。 

人 間 に 、 変 転 す る 環境 下 で 生き 延び る ノウ ハウ を え る 
ie a 

生き 延び て いく 上 で 役立つ こと 。 

それ を 教え る こと 。 

それ が 、 学 校 教 育 の 基本 で ある 。 


生き て いく た め に 必要 な 機能 。 

その 獲得 。 

それ は 、 複 数 の 人 間 の 間 で 、 取 り 合 い に な る こと が あ 
る 。 


彼 自 身 の 生 成 し た 機能 。 

それ を 、 他 者 の 間 に 広 め る 場合 。 

それ は 、 類 似 し た 機能 を を 生成 する 他 者 と の 競争 に な 
る 。 


機能 へ の 引換 と な る 貨幣 を 多く 持つ 金持ち 。 
彼ら が 、 機 能 を 独占 し て 所 有する 事 能 。 
それ も 起こ る 。 


員 乏 人 
それ は 、 必 要 な 機能 を 手 に 入れ られ な い 人 の こと で あ 
る 。 


一 部 の 人 間 に よ る 機能 の 独占 。 

それ は 、 本 来 、 互 助 的 な 生き 物 で ある 人 間 の 本 性 に な じ 
まし Oi 

機能 は 、 で きる だ け 、 必 要 と され る 人 々 へ と 、 必 要 最 低 


限 、 平 等 に 分 配 さ れる 必要 が ある 。 


病気 な ど で 、 他 者 に 機能 を 提供 で きず 、 そ の た め 返 し の 
貨幣 も 貰え ず に 貧乏 で いる 人 。 

その 人 も 、 以 下 の 可 能 性 、 能 力 を 秘め て いる 。 

ひと た び 病 気 が 治 っ た 場合 。 

十分 な 教育 を 受け た 場合 。 

他 者 に 対し て 、 有 用 な 機能 を 提供 で きる よう に な る こ 
Cs 


な の で 、 社 会 は 、 以 下 の (1) の 人 に 対し て 、 以 下 の 
(2) を 実行 する 必要 が ある 。 


AM 
現状 で は 、 生 活 保護 な ど で 、 他 者 か ら 機 能 を 一 方 的 に 條 
Ko( ぽ が し に が つい る 大 人 。 


(2) 

最低 限 の 機能 を 融通 し て 、 生 き 延 び て も ら う こと 。 
以下 の 可能 性 が 大 きく 存在 する 。 

当世 代 の 親 は 、 病 気 な どの た め 、 能 力 的 に 駄目 で ある 。 
し か し 、 次 世代 の 子供 は 優秀 で ある 。 


経済 的 な 稼ぎ 。 

社会 的 地位 。 

それ ら に 囚われ 過ぎ る こと 。 

それ は 駄目 で ある 。 

いく ら 稼 いで も 、 出 世 し て も 、 彼 自身 の こと を 後世 に 
ずっ と 残せ な か っ た ら 、 人 間 と し て は 何 も な ら な い 。 


人 間 に は 、 永 遠 の 命 が 必要 で ある 。 

それ を 、 宗 教 へ の 信心 に よっ て 得 よ うと する こと 。 
それ は 誠 り で あり 、 ミ スリ ー ド で ある 。 

宗教 は 、 天 国 の 存在 に 頼っ て いる 。 

それ は 、 人 間 が 、 勝 手 に 想像 し 、 作 り 上 げた も の で あ 


Do 
それ は 、 本 来 存 在 し な いも の で ある 。 
それ は 、 実 効 性 が 無い 。 


彼 自 身 の 遺 伝 的 、 文 化 的 子孫 。 

その 後世 へ の 永代 的 な 受け 継ぎ 。 

それ を 実現 する こと 。 

それ が 、 人 間 に と っ て の 実際 の 永遠 の 命 に 当たる 。 
彼 自 身 の 遺 伝 的 、 文 化 的 子孫 。 

それ が 後世 へ と より 受け 継が れる こと 。 

それ を 、 生 き 残 りや すく する こと 。 

その た め に は 、 以 下 の 内 容 が 必要 で ある 。 

ENS DFE ES |) REN CHS LX. 

子孫 は 、 変 転 す る 環境 に 対し て 適応 的 で ある ほど 、 す な 
わ ち 機能 的 な ほど 、 後 世に 受け 継が れ 、 生 き 残 りや す 
し Ns 

人 間 が 永遠 の 命 を 得る こと 。 

その た め に は 、 以 下 の 行 為 が 有効 で ある 。 

機能 主義 を 信じ 、 実 行 す る こと 。 
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導入 





Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) Personality and sensation, 
perception. Light and dark. Warm and cold. Hard and soft. 
Loose and tight. Tense and relaxed. 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) A#€- Sakon, Aion, BASH. 


meRSRIS, MRK, MA. AKSH. 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) JImunocts oyrmeHrg, 
BocupuATHe. CBeTI0e HW TeMHOe. Temio u XOJIOIHO. TBepabii 
II Markni. し BO0O ル HbIM II Tyroi. HanpsKeHHBI u 
pacc1aOJIeHHBIi. 

Iwao Otsuka (Nov 20, 2020) 性 格 と 感覚 、 知 覚 。 明 暗 。 温 


冷 。 候 軟 。 緩 さと きつ さ 。 味 張 と リラ ックス 。 


Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) Motherhood and Fatherhood. 
Maternal and paternal authority. Parents and Power. 

Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) BHE SAME. BEMAIACAN. AC 
HAMA. 
Iwao Otsuka (Nov 21, 2020) MareprHcrBo i OTILOBCTBO. 
MarepuHckad I OTIIOBCKad BIACTb. PoAMTeIIM UM BACT. 

Iwao Otsuka (Nov 22, 2020) 母性 と 父性 。 母 権 と 父 権 。 親 
と 権力 。 





Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) Sex differences and sex 
discrimination. They cannot be eliminated. Social mitigation 
and compensation for them. 

Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) EHNA SMEAR, ETI 
TAIARR. SEE TALS APA AME, 

Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) IIooBpre pasnu4na u 
IICKDYMMHaIIK ITO ITOTOBOMY TDI3HaAKY. OHM He MOTyT OBIT 
YCTDaHeHpI. ColMasibHoe CMATYeHHe VM KOMIICHCaAIILH 38 HIX. 


Iwao Otsuka (Dec 15, 2020) 男女 の 性 差 と 性 差別 。 そ れ ら 
は 無く せな い 。 そ れ ら へ の 社会 的 な 緩和 や 補償 。 


Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) Mechanisms of acquired settled 
group societies. Female dominance. 


Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) 后 天 定 居 群体 社会 的 机 制 。 女 
性 主 号 地位 。 


Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) MexagrrsMpr o0mrecrBg 
IIpHoOpeTeHHBIX OCeJIbIX Tpyun. JIoMMHMpOBaHHe KCHILIMH. 
Iwao Otsuka (Dec 18, 2020) 後天 的 定住 集団 社会 の メカ ニ 
ズム 。 女 性 の 優位 性 。 


Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) Ownership and non-ownership of 
resources. Their advantages and disadvantages. 


Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) RW ATAALTISEMTA A. FL 
利隆 。 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) Bnanenue He BaeHre 
pecypcamu. Mx TrDertMyIeCTBa H HeCIOCTaTKI. 

Iwao Otsuka (Dec 24, 2020) 資源 の 所 有 と 括 所 有 。- そ の 利 
FAC 欠点 。 


TASS 


Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) Wealth and poverty. The emergence 
of economic disparity. Causes and solutions. 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) VB 5A. AZ LH. 
RA AMAERINE. 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) bjrarorrorydre 0erHocTb. 
IIOgBJreHYe 9KOHOMIHCCKOTO HeDaBeHCTBa. IIDrrHpI u 
pelleHus. 

Iwao Otsuka (Jan 3, 2021) 富裕 と 貧困 。 経 済 的 格差 の 発 
生 。 そ の 原因 と 解消 法 。 


Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) Social delinquents. A true 
delinquent. The difference between the two. 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会 不良 分 子 。 真 正 的 不良 分 
F. WMA ZANE A. 

Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) Cotmanbupie npecrynHukn. 
HacTogTTLHM ITDeCTYIIHMK. Pa3sHuia MexkKy HHMM. 


Iwao Otsuka (Jan 4, 2021) 社会 的 な 不良 者 。 真 の 不良 者 。 


両者 の 違い 。 


Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) How to enjoy game music videos. 
Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) RADIKAL 

Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) Kak HacilaxaTbCa HTDOBbIMI 
MY3bIKaJIbHBIMH KJIHITAMI. 

Iwao Otsuka (Jan 8, 2021) ゲー ム 音 楽 動画 の 楽し み 方 。 


Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) Life worth living. Fulfilling life. 
The source of them. 

Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 値 得 生活 的 生活 。 充 容 的 生 
活 。 他 人 的 源 共 。 

Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 水 r3Hp, OcTOMIHa 2KH3HH. 
TlomHoneHHas 23H. UcTouHHK MX. 


Iwao Otsuka (Jan 17, 2021) 生き が い 。 充実 し た 人 生 。 そ 
45 Dif. 


私 の 書籍 の 内 容 。 そ れ ら の 自動 翻訳 の 
プロ セス に つい て 。 


こ 訪 問 あ り が と う ご ざ いま す ! 


私 は 本 の 内 容 を 頻繁 に 改訂 し て いま す 。 

その た め 、 読 者 の 紳 様 に は 、 随 時 サイ ト を 訪れ て いた 
だ き 、 新 刊 や 改訂 版 の 書籍 を ダウ ン ロ ー ド し て いた だ 
く こ と を お 勧め し て いま す 。 


自動 徳 訳 に は 以下 の サー ビス を 利用 し て いま す 。 


DeepL プロ 
https://www.deepl.com/translator 


本 サー ビス は 以下 の 会 社 が 提供 し て いま す 。 
DeepL GmbH 

私 の 本 の 原語 は 日 本 語 で す 。 

私 の 本 の 自動 翻訳 の 順序 は 以下 の 通り で す 。 


日 本 語 一 英語 一 中 国語 、 ロ シア 語 


どう ぞ お 楽し み 下 さい ! 


Table of Contents 





Alt — Hy 切な ー 
NY LE NY a4 > デー 











